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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の光学面と第２の光学面とを含み、第１の光が入射する第１の面と、
　前記第１の面に対して前記第１の光が入射する側が観察側であり、
　前記第１の面に対して前記観察側とは反対側に位置する第２の面であって、前記第２の
面に対する前記観察側とは反対側から第２の光が入射する前記第２の面と、
　前記第１の光学面を含み、前記観察側に表示される第１の情報を前記第１の光学面で受
ける前記第１の光から形成する第１の光学素子と、
　前記第２の光学面を含み、前記第２の面を透過した前記第２の光を受け、前記観察側に
表示される第２の情報を前記第２の光から形成して前記第２の光学面から出射する第２の
光学素子と、を備え、
　前記第２の光学素子は凹凸構造体であり、
　前記凹凸構造体は、
　光を透過する誘電体で構成された凹凸構造部と、
　前記凹凸構造部の少なくとも一部を覆う金属層と、を備え、
　前記金属層のうち、前記凹凸構造部と前記金属層との界面と、前記界面とは反対側の面
とのうちのいずれか一方が前記第２の光学面であり、
　前記凹凸構造体は、
　前記界面にて前記第２の光を受けて前記金属層に表面プラズモンを励起し、前記第２の
光から前記第２の光とは異なる色を有して前記第２の情報を構成する透過光を前記第２の
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光学面から出射するプラズモン構造体を含み、
　前記第１の面において、
　前記第２の光学素子が前記第１の光学素子に囲まれ、
　前記第１の光学素子の占有する面積の大きさがＳ１であり、前記第２の光学素子の占有
する面積の大きさがＳ２であるとき、０．０１≦Ｓ２／Ｓ１≦０．４であり、かつ、面積
Ｓ１は、０．１６ｍｍ２以上１ｍｍ２以下であり、面積Ｓ２は１００μｍ２以上９０００
０μｍ２以下である
　表示体。
【請求項２】
　前記第２の光学素子は、
　前記第１の光を前記第２の光学面で受けて前記第１の情報に模した光を出射する
　請求項１に記載の表示体。
【請求項３】
　前記第２の光学素子は、
　前記透過光の色が第１の色である第１のプラズモン構造体と、
　前記透過光の色が前記第１の色とは異なる第２の色である第２のプラズモン構造体と、
を含む
　請求項１または２に記載の表示体。
【請求項４】
　前記凹凸構造部は、
　１つの面である形成面を有する板部と、前記形成面から突き出た複数の凸部とを備え、
　前記形成面と前記凸部の各々の頂面が含まれる仮想平面とが、相互にほぼ平行である
　請求項１から３のいずれか一項に記載の表示体。
【請求項５】
　前記凹凸構造部において、前記形成面と前記仮想平面との間の距離が、３０ｎｍ以上５
００ｎｍ以下である
　請求項４に記載の表示体。
【請求項６】
　前記金属層の厚さが、２０ｎｍ以上１００ｎｍ以下であり、
　前記金属層の形成材料において、可視光領域における複素誘電率の実部が負の値である
　請求項１から５のいずれか一項に記載の表示体。
【請求項７】
　複数の前記凸部は、前記形成面において三方格子状、四方格子状、および、六方格子状
のいずれかの状態で並び、
　前記形成面にて前記複数の凸部の並ぶ周期が、１００ｎｍ以上６００ｎｍ以下である
　請求項４に記載の表示体。
【請求項８】
　複数の前記凸部は、前記形成面において不規則に並んでいる
　請求項４に記載の表示体。
【請求項９】
　前記第２の光学素子は、第１の表示要素と第２の表示要素とを含み、
　前記第１の表示要素および前記第２の表示要素の各々は、前記板部の一部と少なくとも
１つの前記凸部とを備え、
　前記第１の表示要素と前記第２の表示要素との間では、前記形成面における前記凸部の
位置する周期、前記形成面と前記仮想平面との間の距離、前記形成面における前記凸部の
配列状態、前記金属層の厚さ、および、前記金属層の形成材料のうち、少なくとも１つが
相互に異なる
　請求項４に記載の表示体。
【請求項１０】
　前記凹凸構造体が、第２の凹凸構造体であり、
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　前記形成面が、第２の形成面であり、
　前記板部が、第２の板部であり、
　前記凸部が、第２の凸部であり、
　前記第１の光学素子は、第１の凹凸構造体であり、
　前記第１の凹凸構造体は、
　１つの面である第１の形成面を有する第１の板部と、
　前記第１の形成面から突き出た複数の第１の凸部と、を備える
　請求項４に記載の表示体。
【請求項１１】
　前記第１の形成面にて複数の前記第１の凸部の並ぶ周期の平均値が、２００ｎｍ以上２
０００ｎｍ以下である
　請求項１０に記載の表示体。
【請求項１２】
　前記第１の形成面と、各第１の凸部の表面とが、前記第１の光学面を構成し、
　前記第１の光学面は、前記第１の光を前記観察側に反射する反射面であり、
　前記第１の形成面にて、複数の前記第１の凸部が不規則に配置されている
　請求項１０または１１に記載の表示体。
【請求項１３】
　前記第１の面に対して前記第１の光の入射する側、および、前記第２の面に対して前記
第２の光の入射する側の少なくとも一方に位置して可視光の少なくとも一部を透過しない
印刷層であって、前記印刷層が可視光の少なくとも一部を透過しないことによって前記観
察側に第３の情報を形成するように構成された前記印刷層を備え、
　前記第１の面と対向する平面視において、前記印刷層は、前記第１の光学素子の一部、
および、前記第２の光学素子の一部の少なくとも一方と重なっている
　請求項１から１２のいずれか一項に記載の表示体。
【請求項１４】
　表示体の観察方法であって、
　前記表示体は、
　第１の光学面と第２の光学面とを含み、第１の光が入射する第１の面と、
　前記第１の面に対して前記第１の光が入射する側が観察側であり、
　前記第１の面に対して前記観察側とは反対側に位置する第２の面であって、前記第２の
面に対する前記観察側とは反対側から第２の光が入射する前記第２の面と、を備え、
　前記第１の光学面を含み、前記観察側に表示される第１の情報を前記第１の光学面で受
ける前記第１の光から形成する第１の光学素子と、
　前記第２の光学面を含み、前記第２の面を透過した前記第２の光を受け、前記観察側に
表示される第２の情報を前記第２の光から形成して前記第２の光学面から出射する第２の
光学素子と、を備え、
　前記第２の光学素子は凹凸構造体であり、
　前記凹凸構造体は、
　光を透過する誘電体で構成された凹凸構造部と、
　前記凹凸構造部の少なくとも一部を覆う金属層と、を備え、
　前記金属層のうち、前記凹凸構造部と前記金属層との界面と、前記界面とは反対側の面
とのうちのいずれか一方が前記第２の光学面であり、
　前記凹凸構造体は、
　前記界面にて前記第２の光を受けて前記金属層に表面プラズモンを励起し、前記第２の
光から前記第２の光とは異なる色を有して前記第２の情報を構成する透過光を前記第２の
光学面から出射するプラズモン構造体を含み、
　前記第１の面において、
　前記第２の光学素子が前記第１の光学素子に囲まれ、
　前記第１の光学素子の占有する面積の大きさがＳ１であり、前記第２の光学素子の占有
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する面積の大きさがＳ２であるとき、０．０１≦Ｓ２／Ｓ１≦０．４であり、かつ、面積
Ｓ１は、０．１６ｍｍ２以上１ｍｍ２以下であり、面積Ｓ２は１００μｍ２以上９０００
０μｍ２以下であり、
　前記第１の面に前記第１の光を入射させる工程と、
　前記第１の面に入射した前記第１の光から前記第１の光学素子が形成した前記第１の情
報を観察する工程と、
　前記第２の面に前記第２の光を入射させる工程と、
　前記第２の面に入射した前記第２の光から前記第２の光学素子が形成した前記第２の情
報を観察する工程と、を備える
　表示体の観察方法。
【請求項１５】
　前記第２の情報を観察する工程では、前記表示体を拡大した状態で、前記第２の情報を
観察する
　請求項１４に記載の表示体の観察方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の情報を表示する表示体、および、表示体の観察方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有価証券、証明書、ブランド品、高価格品、電子機器、および、個人認証媒体などの物
品には、その物品の有する価値や情報を他者から保護するために、偽造が難しいことが望
まれている。そのため、こうした物品には、偽造の難しい表示体が付される、あるいは、
物品の一部に表示部が形成されることがある。
【０００３】
　偽造の難しい表示部を備える物品として、紙で形成された基体と、基体の表面に印刷さ
れたモチーフとを備え、基体を貫通する複数の微小な孔の形成された紙幣が知られている
。こうした紙幣では、反射観察において、モチーフによる画像情報が観察される一方で、
複数の微細な孔による画像情報は観察されない。これに対して、透過観察において、複数
の微細な孔による画像情報が観察される（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２０００－５０１０３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、紙幣の備えるモチーフが基体の表面に位置する二次元の印刷物である一方で
、複数の微小な孔は基体の厚さ方向の全体にわたり位置する三次元の構造体である。また
、モチーフのような二次元の印刷物と微小な孔のような三次元の構造物とは、相互に別の
工程によって基体に形成される。このように、加工の対象における次元が相互に異なり、
また、加工に用いられる技術が相互に異なるため、基体に対するモチーフの位置合わせと
、基体に対する複数の孔の位置合わせとは、通常、別々の手法によって別々のタイミング
に行われる。結果として、複数の孔に対するモチーフの相対的な位置が、所定の位置から
ずれてしまったり、紙幣ごとに変わってしまったりする場合がある。
【０００６】
　なお、こうした事項は、物品の偽造を困難にするための表示体に限らず、物品を装飾す
るための表示体や、表示体そのものが観察の対象となる表示体にも同様に生じる。
【０００７】
　本発明は、複数の情報を表示する表示体において、複数の情報の間での相対的な位置の
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精度を高めることのできる表示体、および、表示体の観察方法を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するための表示体は、第１の光学面と第２の光学面とを含み、第１の光
が入射する第１の面と、前記第１の面に対して前記第１の光が入射する側が観察側であり
、前記第１の面に対して前記観察側とは反対側に位置する第２の面であって、前記第２の
面に対する前記観察側とは反対側から第２の光が入射する前記第２の面と、を備える。前
記第１の光学面を含み、前記観察側に表示される第１の情報を前記第１の光学面で受ける
前記第１の光から形成する第１の光学素子と、前記第２の光学面を含み、前記第２の面を
透過した前記第２の光を受け、前記観察側に表示される第２の情報を前記第２の光から形
成して前記第２の光学面から出射する第２の光学素子と、を備える。前記第２の光学素子
は凹凸構造体であり、前記凹凸構造体は、光を透過する誘電体で構成された凹凸構造部と
、前記凹凸構造部の少なくとも一部を覆う金属層と、を備える。前記金属層のうち、前記
凹凸構造部と前記金属層との界面とは反対側の面が前記第２の光学面である。前記凹凸構
造体は、前記界面にて前記第２の光を受けて前記金属層に表面プラズモンを励起し、前記
第２の光から前記第２の光とは異なる色を有して前記第２の情報を構成する透過光を前記
第２の光学面から出射するプラズモン構造体を含む。
【０００９】
　上記課題を解決するための表示体の観察方法であって、前記表示体は、第１の光学面と
第２の光学面とを含み、第１の光が入射する第１の面と、前記第１の面に対して前記第１
の光が入射する側が観察側であり、前記第１の面に対して前記観察側とは反対側に位置す
る第２の面であって、前記第２の面に対する前記観察側とは反対側から第２の光が入射す
る前記第２の面と、を備える。前記第１の光学面を含み、前記観察側に表示される第１の
情報を前記第１の光学面で受ける前記第１の光から形成する第１の光学素子と、前記第２
の光学面を含み、前記第２の面を透過した前記第２の光を受け、前記観察側に表示される
第２の情報を前記第２の光から形成して前記第２の光学面から出射する第２の光学素子と
、を備える。前記第２の光学素子は凹凸構造体であり、前記凹凸構造体は、光を透過する
誘電体で構成された凹凸構造部と、前記凹凸構造部の少なくとも一部を覆う金属層と、を
備える。前記金属層のうち、前記凹凸構造部と前記金属層との界面とは反対側の面が前記
第２の光学面である。前記凹凸構造体は、前記界面にて前記第２の光を受けて前記金属層
に表面プラズモンを励起し、前記第２の光から前記第２の光とは異なる色を有して前記第
２の情報を構成する透過光を前記第２の光学面から出射するプラズモン構造体を含む。前
記第１の面に前記第１の光を入射させる工程と、前記第１の面に入射した前記第１の光か
ら前記第１の光学素子が形成した前記第１の情報を観察する工程と、前記第２の面に前記
第２の光を入射させる工程と、前記第２の面に入射した前記第２の光から前記第２の光学
素子が形成した前記第２の情報を観察する工程と、を備える。
【００１０】
　上記態様によれば、第１の光学素子と第２の光学素子との両方が第１の面の一部を光学
面として含むため、第１の光学素子と第２の光学素子との相対的な位置合わせの方法とし
て共通の方法を採用することが可能である。あるいは、第１の光学素子の加工と第２の光
学素子の加工とに同種の技術を採用することが可能である。
【００１１】
　例えば、第１の光学素子を形成するための型と第２の光学素子を形成するための型とが
形成された原版を基体に転写する方法や、第１の光学素子を形成するためのマスクと第２
の光学素子を形成するためのマスクとが形成された１つのマスクを用いて基体をエッチン
グする方法などを採用することができる。
【００１２】
　また、例えば、第１の光学素子を形成するための原版を基体に転写し、次いで、第２の
光学素子を形成するための原版を基体に転写する方法や、第１の光学素子を形成するため
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のマスクを用いて基体をエッチングし、次いで、第２の光学素子を形成するためのマスク
を用いて基体をエッチングする方法などを採用することができる。
【００１３】
　これにより、第１の光学素子の位置に対する第２の光学素子の位置の精度が高まり、第
１の情報が表示される位置に対する第２の情報が表示される位置の精度を高めることがで
きる。
【００１４】
　上記表示体の他の態様は、前記第１の面において、前記第２の光学素子が前記第１の光
学素子に囲まれ、前記第１の光学素子の占有する面積の大きさがＳ１であり、前記第２の
光学素子の占有する面積の大きさがＳ２であるとき、下記式（１）に記載の関係が成り立
っていてもよい。
　０．０１≦Ｓ２／Ｓ１≦０．４…式（１）
【００１５】
　上記表示体の観察方法の他の態様において、前記第１の面において、前記第２の光学素
子が前記第１の光学素子に囲まれ、前記第１の光学素子の占有する面積の大きさがＳ１で
あり、前記第２の光学素子の占有する面積の大きさがＳ２であるとき、０．０１≦Ｓ２／
Ｓ１≦０．４である。前記第２の情報を観察する工程では、前記表示体を拡大した状態で
、前記第２の情報を観察する。
【００１６】
　上記態様によれば、第１の光学素子の大きさに対して、第２の光学素子の大きさが十分
に小さいため、表示体の第１の面からの反射光が観察されるとき、第２の光学素子が確認
されにくくなる。
【００１７】
　上記表示体の他の態様において、前記第２の光学素子は、前記第１の光を前記第２の光
学面で受けて前記第１の情報に模した光を出射してもよい。
　上記表示体の他の態様によれば、第２の光学面が第１の光を受けるとき、観察側におい
ては、第１の情報に模した光が第２の光学素子から出射される。それゆえに、第２の光学
素子から出射される光によって、第１の情報が観察されにくくなることが抑えられる。
【００１８】
　上記表示体の他の態様において、前記第２の光学素子は、前記透過光の色が第１の色で
ある第１のプラズモン構造体と、前記透過光の色が前記第１の色とは異なる第２の色であ
る第２のプラズモン構造体と、を含んでもよい。
【００１９】
　上記表示体の他の態様によれば、第２の光学素子は、第１の色と第２の色との混色を表
示することができるため、第２の光学素子が、第１のプラズモン構造体および第２のプラ
ズモン構造体の一方のみを含む構成と比べて、第２の光学素子の表示することの可能な色
が増える。
【００２０】
　上記表示体の他の態様において、前記凹凸構造部は、１つの面である形成面を有する板
部と、前記形成面から突き出た複数の凸部とを備え、前記形成面と前記凸部の各々の頂面
が含まれる仮想平面とが、相互にほぼ平行であることが好ましい。
　上記表示体の他の態様は、前記凹凸構造部において、前記形成面と前記仮想平面との間
の距離が、３０ｎｍ以上５００ｎｍ以下であることが好ましい。
【００２１】
　上記表示体の他の態様において、前記金属層の厚さが、２０ｎｍ以上１００ｎｍ以下で
あり、前記金属層の形成材料において、可視光領域における複素誘電率の実部が負の値で
あることが好ましい。
【００２２】
　上記表示体の他の態様において、複数の前記凸部は、前記形成面において三方格子状、
四方格子状、および、六方格子状のいずれかの状態で並び、前記形成面にて前記複数の凸
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部の並ぶ周期が、１００ｎｍ以上６００ｎｍ以下であることが好ましい。
【００２３】
　上記表示体の他の態様において、複数の前記凸部は、前記形成面において不規則に並ん
でいてもよい。
　上記表示体の他の態様によれば、複数の凸部が規則的に並ぶ構成と比べて、第２の光学
素子には、相互に異なる状態の表面プラズモンが励起されやすい。そのため、第２の光学
素子を透過する光は、相互に異なる波長を有する複数の光の混合になりやすい。
【００２４】
　上記表示体の他の態様において、前記第２の光学素子は、第１の表示要素と第２の表示
要素とを含み、前記第１の表示要素および前記第２の表示要素の各々は、前記板部の一部
と少なくとも１つの前記凸部とを備える。前記第１の表示要素と前記第２の表示要素との
間では、前記形成面における前記凸部の位置する周期、前記形成面と前記仮想平面との間
の距離、前記形成面における前記凸部の配列状態、前記金属層の厚さ、および、前記金属
層の形成材料のうち、少なくとも１つが相互に異なってもよい。
【００２５】
　上記表示体によれば、第１の表示要素と第２の表示要素とが、相互に異なる状態を有し
た表面プラズモンを励起するため、第２の光学素子は、相互に状態が同じである表面プラ
ズモンを励起する要素のみを含む構成と比べて、第２の光学素子の表示する第２の情報が
より複雑になる。
【００２６】
　上記表示体の他の態様において、前記凹凸構造体が、第２の凹凸構造体であり、前記形
成面が、第２の形成面であり、前記板部が、第２の板部であり、前記凸部が、第２の凸部
であり、前記第１の光学素子は、第１の凹凸構造体である。前記第１の凹凸構造体は、１
つの面である第１の形成面を有する第１の板部と、前記第１の形成面から突き出た複数の
第１の凸部と、を備えることが好ましい。
【００２７】
　上記表示体の他の態様によれば、第１の光学素子の備える複数の第１の凸部と、第２の
光学素子の備える複数の第２の凸部とが、同じ面の一部を構成するため、表示体の製造方
法として、上述した方法を採用することが可能である。それゆえに、第１の光学素子と第
２の光学素子との各々が、複数の凸部を有する複雑な構成であっても、第１の情報が表示
される位置に対する第２の情報が表示される位置の精度を高めることができる。
【００２８】
　上記表示体の他の態様において、前記第１の形成面にて複数の前記第１の凸部の並ぶ周
期の平均値が、２００ｎｍ以上２０００ｎｍ以下であることが好ましい。
　上記表示体の他の態様において、前記第１の形成面と、各第１の凸部の表面とが、前記
第１の光学面を構成し、前記第１の光学面は、前記第１の光を前記観察側に反射する反射
面であり、前記第１の形成面にて、複数の前記第１の凸部が不規則に配置されていてもよ
い。
　上記表示体の他の態様によれば、第１の光学面に入射した光が、散乱光として表示体か
ら出射される。
【００２９】
　上記表示体の他の態様において、前記第１の面に対して前記第１の光の入射する側、お
よび、前記第２の面に対して前記第２の光の入射する側の少なくとも一方に位置して可視
光の少なくとも一部を透過しない印刷層であって、前記印刷層が可視光の少なくとも一部
を透過しないことによって前記観察側に第３の情報を形成するように構成された前記印刷
層を備え、前記第１の面と対向する平面視において、前記印刷層は、前記第１の光学素子
の一部、および、前記第２の光学素子の一部の少なくとも一方と重なっていてもよい。
【００３０】
　上記表示体の他の態様によれば、表示体が、第３の情報を形成する印刷層を備える分、
表示体が表示することの可能な情報の見え方や情報間の重なりなどが複雑にすることがで



(8) JP 6641738 B2 2020.2.5

10

20

30

40

50

きる。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明によれば、複数の情報の間での相対的な位置の精度を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の表示体を具体化した１つの実施形態における表示体の斜視構造を示す斜
視図である。
【図２】表示体の一部であって、図１における領域２を拡大して示す部分拡大図である。
【図３】第３素子の断面構造を拡大して示す部分拡大断面図である。
【図４】第３素子の斜視構造の一部を示す部分斜視図である。
【図５】第１素子の一例における斜視構造の一部を示す部分斜視図である。
【図６】第１素子の一例における斜視構造の一部を示す部分斜視図である。
【図７】第１素子の一例における斜視構造の一部を示す部分斜視図である。
【図８】第１素子の一例における斜視構造の一部を示す部分斜視図である。
【図９】第１素子の一例における斜視構造の一部を示す部分斜視図である。
【図１０】表示体の断面構造の一部を示す部分断面図である。
【図１１】表示体の断面構造の一部を示す部分断面図である。
【図１２】表示体の観察方法および作用を説明するための図である。
【図１３】表示体の観察方法および作用を説明するための図である。
【図１４】表示体の観察方法および作用を説明するための図である。
【図１５】変形例における表示体の斜視構造を示す斜視図である。
【図１６】変形例における表示体の斜視構造を示す斜視図である。
【図１７】変形例における表示体の断面構造の一部を示す部分断面図である。
【図１８】変形例における表示体の断面構造の一部を示す部分断面図である。
【図１９】変形例における表示体の断面構造の一部を示す部分断面図である。
【図２０】変形例における表示体の断面構造の一部を示す部分断面図である。
【図２１】変形例における表示体の断面構造の一部を示す部分断面図である。
【図２２】変形例における表示体の断面構造の一部を示す部分断面図である。
【図２３】変形例における表示体の断面構造の一部を示す部分断面図である。
【図２４】変形例における表示体の断面構造の一部を示す部分断面図である。
【図２５】変形例における被認証体の平面構造を示す平面図である。
【図２６】変形例における表示体の斜視構造を示す斜視図である。
【図２７】変形例における表示体の作用を説明するための図である。
【図２８】変形例における表示体の作用を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　図１から図１４を参照して、本発明の表示体、および、表示体の観察方法を具体化した
１つの実施形態を説明する。以下では、表示体の全体構成、表示体の備える光学素子の構
成、表示体の表面の構成、および、表示体の観察方法を順番に説明する。
【００３４】
　［表示体の全体構成］
　図１および図２を参照して表示体の全体構成を説明する。なお、図２は、図１に示され
る表示体の一部を拡大して示している。
【００３５】
　図１が示すように、表示体１０は矩形板形状を有し、第１の面の一例である表面１０ａ
を備えている。表示体１０の表面１０ａは、第１の光が入射する面であり、表面１０ａに
対して第１の光の入射する側が観察側である。表示体１０は、表面１０ａに対して観察側
とは反対側に位置する第２の面の一例である裏面１０ｂを備えている。裏面１０ｂには、
裏面１０ｂに対する観察側とは反対側から第２の光が入射する。
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　なお、表示体１０は、矩形板形状を有しているが、円形板形状や直方体形状などの矩形
板形状とは異なる形状を有してもよい。
【００３６】
　表示体１０は、複数の光学素子を備え、複数の光学素子は、第１の光学素子と、第２の
光学素子とから構成されている。このうち、第１の光学素子は、光学的な作用を発現する
面である第１の光学面として、表面１０ａの一部を有している。すなわち、第１の光学素
子は、第１の光学面を含んでいる。第１の光学素子は、第１の光学面で受ける第１の光か
ら、観察側に表示される第１の情報を形成する。
【００３７】
　表示体１０は、第１の光学素子の一例として第１素子１１と第２素子１２とを備えてい
るが、表示体１０は、第１の光学素子を１つのみ備えていてもよいし、第１の光学素子を
３つ以上備えていてもよい。
【００３８】
　第１素子１１は複数の第１表示要素１１ａを備え、各第１表示要素１１ａは、第１素子
１１の内部に区画された、平面視にて円形状を有する構造体であり、複数の第１表示要素
１１ａは、第１素子１１の内部にて、相互に所定の間隔を空けて位置している。第２素子
１２は複数の第２表示要素１２ａを備え、各第２表示要素１２ａは、第２素子１２の内部
に区画された、平面視にて円形状を有する領域であり、複数の第２表示要素１２ａは、第
２素子１２の内部にて、相互に所定の間隔を空けて位置している。
【００３９】
　各第１表示要素１１ａおよび各第２表示要素１２ａは、円形状に限らず、例えば、三角
形形状や四角形形状などの多角形形状を有した構造体であってもよい。また、各素子にお
いて、複数の表示要素は、相互に接した状態で素子の内部に並んでいてもよい。
【００４０】
　第１素子１１と第２素子１２とは、相互に異なる情報を形成し、第１素子１１が、第１
の情報としてアルファベットの「Ａ」を形成する一方で、第２素子１２は、第１の情報と
してアルファベットの「Ｂ」を形成する。
【００４１】
　なお、第１素子１１と第２素子１２とは、相互に同じ情報を形成してもよい。また、第
１の情報は、アルファベットの「Ａ」や「Ｂ」などのような文字に限らず、記号、数字、
および、絵柄や模様などの図形であってもよいし、文字、記号、数字、および、図形のう
ちの２つ以上の組み合わせであってもよい。
【００４２】
　第２の光学素子は、表面１０ａの一部を光学的な作用を発現する面である第２の光学面
として有している。すなわち、第２の光学素子は、第２の光学面を含んでいる。第２の光
学素子は、裏面１０ｂを透過した第２の光を受け、観察側に表示される第２の情報を第２
の光から形成して、第２の光学面から出射する。
【００４３】
　表示体１０は、第２の光学素子として第３素子１３を備え、第３素子１３は、第１素子
１１および第２素子１２の各々とは独立して表面１０ａのなかに位置している。第３素子
１３は複数の第３表示要素１３ａを備え、各第３表示要素１３ａは、第３素子１３の内部
に区画された、平面視にて円形状を有する構造体であり、複数の第３表示要素１３ａは、
第３素子１３の内部にて、相互に所定の間隔を空けて位置している。
【００４４】
　各第３表示要素１３ａは、円形状に限らず、例えば、三角形形状や四角形形状などの多
角形形状を有した構造体であってもよい。また、第３素子１３において、複数の第３表示
要素１３ａは、相互に接した状態で素子の内部に並んでいてもよい。
【００４５】
　第３素子１３は、第２の情報としてアルファベットの「Ｃ」を形成する。第２の情報は
、アルファベットの「Ｃ」などのような文字に限らず、記号、数字、および、絵柄や模様
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などの図形であってもよいし、文字、記号、数字、および、図形のうち２つ以上の組み合
わせであってもよい。また、第３素子１３の形成する第２の情報は、文字、記号、数字、
および、図形に限らず、第３素子１３の全体に占める特定の色の割合や、第３素子１３の
配色、色の有無などの色情報であってもよいし、特定の色が配置される位置や、第３素子
１３における色の付された位置などの位置情報であってもよい。
【００４６】
　図２が示すように、表示体１０は、さらに、第２の光学素子として複数の第４素子１４
を備え、第４素子１４の各々は、第１表示要素１１ａに囲まれている。第４素子１４は複
数の第４表示要素１４ａを備え、各第４表示要素１４ａは、第４素子１４の内部に区画さ
れた、平面視にて円形状を有する構造体であり、複数の第４表示要素１４ａは、第４素子
１４の内部にて、相互に所定の間隔を空けて位置している。
【００４７】
　第４素子１４は、第２の情報としてアルファベットの「Ａ」を形成する。第４素子１４
の形成する情報は、第２素子１２の形成する情報、および、第３素子１３の形成する情報
と相互に異なっている。なお、第４素子１４の形成する情報は、第１素子１１の形成する
情報と相互に異なる一方で、第２素子１２の形成する情報、あるいは、第３素子１３の形
成する情報と相互に同じであってもよい。
【００４８】
　表示体１０の表面１０ａにおいて、第１素子１１の占有する面積の大きさがＳ１であり
、第４素子１４の占有する面積の大きさがＳ２であるとき、面積Ｓ１と面積Ｓ２との間に
は、以下に示される式（１）に記載の関係が成り立つ。
　０．０１≦Ｓ２／Ｓ１≦０．４…　式（１）
【００４９】
　式（１）の関係が成り立つとき、第１素子１１の大きさに対して、第４素子１４の大き
さが十分に小さいため、例えば、表示体１０の表面１０ａからの反射光が第１素子１１の
作用として観察されるとき、第１素子１１に囲まれた第４素子１４が確認されにくくなる
。
【００５０】
　面積Ｓ１は、例えば、０．１６ｍｍ２以上１ｍｍ２以下であることが好ましく、面積Ｓ
２は、例えば、１００μｍ２以上９００００μｍ２以下であることが好ましい。なお、面
積Ｓ１は、観察者が肉眼で観察することができる程度に大きいことが好ましい一方で、面
積Ｓ２は、観察者が肉眼で観察することができない程度に小さいことが好ましい。
【００５１】
　なお、表示体１０は、上述した第３素子１３のように第１の光学素子とは独立して表示
体１０のなかに位置する第２の光学素子を２つ以上備えてもよいし、上述した第４素子１
４のように第１の光学素子に囲まれる第２の光学素子を１つのみ備えてもよい。また、表
示体１０は、第１の光学素子とは独立して表示体１０のなかに位置する第２の光学素子と
、第１の光学素子に囲まれる第２の光学素子との一方のみを備えてもよい。
【００５２】
　［光学素子の構成］
　図３から図９を参照して表示体１０の備える光学素子の構成をより詳しく説明する。以
下では、図３および図４を参照して、第２の光学素子の構成を説明し、図５から図９を参
照して、第１の光学素子の構成を説明する。このうち、図４では、説明の便宜上から、第
２の光学素子の備える金属層の図示が省略されている。
【００５３】
　なお、第２の光学素子に含まれる第３素子１３と第４素子１４との間では、表示体１０
における位置が相互に異なるものの、光学素子としての構成は相互に同じである。そのた
め、第３素子１３の構成を説明することで、第４素子１４の構成の説明を省略する。また
、第１の光学素子に含まれる第１素子１１と第２素子１２との間では、表示体１０におけ
る位置が相互に異なるものの、光学素子としての構成は相互に同じである。そのため、第
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１素子１１の構成を説明することで、第２素子１２の構成の説明を省略する。
【００５４】
　図３が示すように、第３素子１３は第２の凹凸構造体の一例であり、光を透過する誘電
体で構成された凹凸構造部２１と、凹凸構造部２１の一部を覆う金属層２２とを備えてい
る。第３素子１３は、凹凸構造部２１と金属層２２との界面２３を含むプラズモン構造体
を備えている。プラズモン構造体は、上述した第２の光を界面２３で受けて金属層２２に
表面プラズモンを励起することで、第２の光に含まれる特定の波長の光を吸収して、第２
の光とは異なる色の透過光に変える。
【００５５】
　凹凸構造部２１は、１つの面である形成面３１ａを有した板部３１と、形成面３１ａか
ら突き出た複数の凸部３２とを備えている。形成面３１ａは第２の形成面の一例であり、
板部３１は第２の板部の一例であり、凸部３２は第２の凸部の一例である。各凸部３２の
うち、形成面３１ａから離れた面が頂面３２ａであり、形成面３１ａに繋がる２つの面の
各々が側面３２ｂである。複数の頂面３２ａは１つの仮想平面Ｓに含まれ、形成面３１ａ
と仮想平面Ｓとは相互にほぼ平行である。形成面３１ａと仮想平面との間の距離Ｄは、３
０ｎｍ以上５００ｎｍ以下であることが好ましい。
【００５６】
　各凸部３２は矩形柱形状を有しているが、三角柱形状や五角柱形状などの矩形柱形状以
外の多角柱形状を有してもよいし、円柱形状や楕円柱形状を有してもよいし、円錐形状や
多角錐形状などの錐体形状を有してもよい。なお、各凸部３２が多角形柱形状を有すると
き、多角形柱形状における角部の各々が、曲率を有していてもよい。さらには、各凸部３
２は、頂面３２ａと形成面３１ａとを繋ぐ側面３２ｂに、複数の段差を有していてもよい
。各凸部３２の側面３２ｂが段差面であって、各凸部３２の形状が、頂面３２ａから形成
面３１ａに向けて段差ごとに幅方向の長さが大きくなる形状であるとき、側面３２ｂにお
ける仮想平面Ｓとほぼ平行な面の各々に金属層２２が位置してもよい。
【００５７】
　金属層２２は、形成面３１ａのうち、凸部３２に覆われていない部分の全てと、各凸部
３２の頂面３２ａとに形成されている。第３素子１３では、各凸部３２の側面３２ｂ、形
成面３１ａに形成された金属層２２の表面２２ａ、および、各凸部３２の頂面３２ａに形
成された金属層２２の表面２２ａが、表示体１０の表面１０ａの一部を構成している。ま
た、第３素子１３のうち、金属層２２の表面２２ａが、第２の光学面を構成している。
【００５８】
　なお、金属層２２は、形成面３１ａのみに形成されていてもよいし、各頂面３２ａのみ
に形成されていてもよい。あるいは、金属層２２は、形成面３１ａの一部に形成されてい
てもよいし、複数の頂面３２ａにおける一部に形成されていてもよい。
【００５９】
　金属層２２の厚さＭは、例えば、２０ｎｍ以上１００ｎｍ以下の範囲に含まれる所定の
厚さであり、４０ｎｍ以上６０ｎｍ以下の範囲に含まれる所定の厚さであることが好まし
い。
【００６０】
　金属層２２の形成材料は、例えばアルミニウムである。金属層２２の形成材料は、金、
銀、あるいは、窒化チタンなどであってもよく、紫外光領域から可視光領域までにわたっ
て複素誘電率の実部が負の値であることが好ましい。金属層２２の形成材料がこうした特
徴を有するとき、表面プラズモンの励起によって透過された光は、可視光領域に含まれる
。そのため、観察者は、表示体１０の出射する第２の情報を認識することができる。
【００６１】
　金属層２２は、例えば、真空蒸着法やスパッタ法などの物理蒸着法によって形成される
。金属層２２が真空蒸着法で形成されるとき、金属層２２の表面２２ａには、微小な凹凸
構造が形成される。ただし、真空蒸着法によって形成される微小な凹凸構造は、励起され
る表面プラズモンの状態に影響しない程度の大きさである。そのため、金属層２２は、真
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空蒸着法で形成される程度の凹凸構造、すなわち、表面荒れを有していてもよい。
【００６２】
　なお、第３素子１３は、光透過性を有して、金属層２２を覆う保護層を備えていてもよ
い。保護層によれば、第３素子１３の備える微小な凹凸構造が壊れにくくなる。また、保
護層によれば、表面プラズモンが励起される共鳴波長の選択性、すなわち、選択波長幅、
および、光吸収量の少なくとも一方を、保護層が形成されていない構成とは異ならせるこ
とができる。
【００６３】
　保護層の形成材料は、例えば、光透過性を有する樹脂、および、誘電体材料であればよ
い。保護層の形成材料が樹脂であるとき、形成材料は、ポリエチレン、ポリプロピレン、
ポリテトラフルオロエチレン、ポリメチルメタクリレート、および、ポリスチレンなどで
ある。
【００６４】
　保護層の形成材料が誘電体材料であるとき、形成材料は、Ｓｂ２Ｏ３、Ｆｅ２Ｏ３、Ｔ
ｉＯ２、ＣｄＳ、ＣｅＯ２、ＺｎＳ、ＰｂＣｌ２、ＣｄＯ、ＷＯ３、ＳｉＯ、Ｓｉ２Ｏ３

、Ｉｎ２Ｏ３、ＰｂＯ、Ｔａ２Ｏ３、ＺｎＯ、ＺｒＯ２、ＭｇＯ、Ｓｉ２Ｏ２、ＭｇＦ２

、ＣｅＦ３、ＣａＦ２、ＡｌＦ３、Ａｌ２Ｏ３、および、ＧａＯなどである。
【００６５】
　なお、保護層の形成材料が樹脂であるとき、保護層を形成する樹脂には色素が添加され
ていてもよい。これにより、色素の吸収波長に応じて、表面プラズモンが励起される共鳴
波長の選択性、すなわち、選択波長幅、および、光吸収量の少なくとも一方を、保護層が
形成されていない構成とは異ならせることができる。また、保護層に含まれる色素を１つ
の色素から他の色素に変えることにより、色素間での吸収波長の違いによって、表面プラ
ズモンが励起される共鳴波長の選択性、すなわち、選択波長幅、および、光吸収量の少な
くとも一方を変えることができる。
【００６６】
　図４が示すように、複数の凸部３２は、板部３１の形成面３１ａにおいて、１つの方向
であるＸ方向に沿って等しい間隔を空けて並び、かつ、Ｘ方向と直交する方向であるＹ方
向に沿って等しい間隔を空けて並んでいる。そして、Ｘ方向に沿う２つの凸部３２の間の
間隔と、Ｙ方向に沿う２つの凸部３２の間隔とは、相互に等しい。すなわち、複数の凸部
３２は、形成面３１ａにおいて四方格子の状態で並んでいる。Ｘ方向に沿う２つの凸部３
２の間の間隔である周期Ｐ１は、例えば、１００ｎｍ以上６００ｎｍ以下であることが好
ましい。
【００６７】
　また、凸部３２の高さは、５０ｎｍ以上６００ｎｍ以下であることが好ましい。凸部３
２が５０ｎｍ以上であることによって、表面プラズモンが、入射光のうち、特定の波長の
光を吸収して、入射光とは異なる色の透過光に変える作用が発現しやすい。一方で、凸部
３２の高さが６００ｎｍ以下であることによって、凸部３２の成形が容易である。
【００６８】
　第３素子１３を構成する各第３表示要素１３ａの備えるプラズモン構造体は、１つの第
３表示要素１３ａが所定の色を有した透過光を出射する上で、２つ以上の凸部３２と、少
なくとも各凸部３２の頂面３２ａを覆う金属層２２とを備える構成であることが好ましい
。
【００６９】
　なお、複数の凸部３２は、形成面３１ａにおいて、三方格子や六方格子の状態で並んで
いてもよい。複数の凸部３２が、三方格子、あるいは、六方格子の状態で並んでいるとき
、複数の凸部３２が四方格子の状態で並んでいるときとは、周期Ｐ１に含まれる数値の数
が相互に異なる。そのため、複数の凸部３２における配列の状態が相互に異なる素子の間
では、金属層２２にて励起される表面プラズモンの状態が相互に異なる。
【００７０】
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　なお、複数の凸部３２が、六方格子の状態で並んでいるとき、１つの凸部３２と、１つ
の凸部３２の周囲に位置する６つの凸部３２の各々との間の距離は相互に等しい。すなわ
ち、複数の凸部３２の全ては、相互に隣り合う凸部３２が等しい間隔である周期Ｐ１だけ
離れた状態で並んでいる。このように、複数の凸部３２が六方格子状に並ぶとき、全ての
凸部３２が等しい間隔を空けて並ぶため、金属層２２に励起される表面プラズモンの状態
が、相互にほぼ等しくなる。それゆえに、複数の凸部３２が四方格子状に並ぶ構成と比べ
て、各第３表示要素１３ａの透過光が有する色の調節が行いやすくなる。
【００７１】
　また、凹凸構造部２１の形成材料が同一であり、かつ、凸部３２の並ぶ周期Ｐ１が同一
である前提では、周期Ｐ１に対するＹ方向あるいはＸ方向に沿う凸部３２の長さの割合で
あるフィルファクタが変わることにより、プラズモン構造体の出射する光の色が変わる。
【００７２】
　凹凸構造部２１の形成材料は、例えば石英である。凹凸構造部２１の形成材料は、石英
以外の可視光を透過する無機材料、例えば、酸化チタンやフッ化マグネシウムなどであっ
てもよいし、可視光を透過する有機材料、例えば、ウレタン変性アクリル樹脂、エポキシ
変性アクリル樹脂などのアクリル樹脂、および、エポキシ樹脂などの各種樹脂であっても
よい。
【００７３】
　凹凸構造部２１の形成材料が無機材料であるとき、板部３１と複数の凸部３２とから構
成される凹凸構造部２１は、例えば、各材料で形成された基体に対して化学的なエッチン
グ処理や物理的なエッチング処理などが行われることによって形成される。また、凹凸構
造部２１の形成材料が樹脂であるとき、板部３１および複数の凸部３２は、例えば、硬化
前の樹脂に対して原版の形状が転写されることによって形成される。
【００７４】
　第３素子１３に含まれる各第３表示要素１３ａは、凹凸構造部２１と金属層２２との界
面２３を含み、金属層２２に励起される表面プラズモンによって、照射光とは異なる色の
光であって、複数の第３表示要素１３ａの間で相互に同じ色の光を出射する。このように
、第３表示要素１３ａは、表面プラズモンの励起によって生じる所定の色を有した光によ
って、第２の情報を表示するため、表示体１０の観察者は、表示体１０の出射する光に含
まれる所定の色を有した光によって、第２の情報を把握することができる。
【００７５】
　図５から図９を参照して、相互に異なる５つの第１素子１１の構成例を説明する。
　図５が示すように、第１素子１１は第１の凹凸構造体の一例であり、例えば、誘電体で
構成された板形状を有する板部４１と、板部４１の１つの面である形成面４１ａに形成さ
れた金属層４２とを備える構成であってもよい。板部４１は、第１の板部の一例である。
第１素子１１は、板部４１と金属層４２との間の段差により形成される凹凸構造を有した
凹凸構造体であり、金属層４２の表面４２ａと、形成面４１ａのうちで金属層４２に覆わ
れていない部分とが、表示体１０の表面１０ａの一部を構成している。
【００７６】
　こうした第１素子１１では、金属層４２の表面４２ａが第１の光学面の一例としての反
射面であり、第１素子１１は、観察側に表示される第１の情報を金属層４２の表面４２ａ
で受ける第１の光の反射によって形成する。
【００７７】
　図６が示すように、第１素子１１は凹凸構造体であり、例えば、板部４１と、形成面４
１ａから突き出た複数の凸部４３とを備える構成でもよい。板部４１は第１の板部の一例
であり、形成面４１ａは第１の形成面の一例であり、凸部４３は第１の凸部の一例である
。第１素子１１において、板部４１と複数の凸部４３とが凹凸構造部４０を構成している
。各凸部４３は、Ｘ方向に沿って延びる矩形柱形状を有し、複数の凸部４３は、Ｙ方向に
沿って等しい間隔を空けて所定の周期Ｐ２で並んでいる。第１素子１１において、表示体
１０の厚さ方向と平行な方向であるＺ方向に沿う断面形状は矩形波状であり、第１素子１
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１はラミナー型の回折格子である。
【００７８】
　第１素子１１では、各凸部４３の表面、すなわち、形成面４１ａから離れた面である頂
面４３ａと、形成面４１ａに繋がる２つの面である２つの側面４３ｂ、および、形成面４
１ａのうちで凸部４３に覆われていない部分が、表示体１０の表面１０ａの一部を構成し
ている。そして、第１素子１１では、複数の頂面４３ａが第１の光学面の一例としての回
折面であり、第１素子１１は、複数の頂面４３ａで受ける第１の光の回折によって、第１
の情報を観察側に形成する。
【００７９】
　図７が示すように、第１素子１１が反射型の回折格子であるとき、第１素子１１におい
て、Ｚ方向に沿う断面形状は正弦波状であってもよい。すなわち、各凸部４４は、Ｘ方向
に沿って延び、かつ、Ｘ方向に沿って延びる側面４４ａが曲面で構成された略三角柱形状
を有し、Ｙ方向に沿って周期Ｐ２で並んでいる。
【００８０】
　第１素子１１では、各凸部４４の表面、すなわち、Ｙ方向において連続する凸部４４の
頂部４４ｂを挟む２つの側面４４ａが、表示体１０の表面１０ａの一部を構成し、かつ、
第１の光学面の一例としての回折面である。
【００８１】
　なお、第１素子１１が反射型の回折格子であるとき、第１素子１１において、Ｚ方向に
沿う断面形状は鋸波状であってもよい。すなわち、第１素子１１は、ブレーズド型の回折
格子であってもよい。また、第１素子１１が反射型の回折格子であるとき、第１素子１１
の備える凸部は、上述した三角形柱形状や矩形柱形状以外の多角形柱形状を有してもよい
。
【００８２】
　第１素子１１は、Ｚ方向に沿う断面形状が相互に異なる複数の回折格子を含んでもよい
。こうした構成では、Ｚ方向に沿う断面形状が相互に異なる回折格子の間で、回折光の光
強度が変わるため、複数の回折光の強度を用いて、第１の情報を形成することができる。
また、第１素子１１において、Ｚ方向に沿う断面形状が、第１素子１１によって回折され
た２つの光が干渉するような形状であってもよい。こうした第１素子１１によれば、光の
干渉に基づく干渉縞によって第１の情報を形成することができる。さらには、第１素子１
１は、Ｚ方向に沿う断面形状が相互に異なる複数の回折格子を含むことで、複数の回折光
の光強度と、光の干渉とを用いて第１の情報を形成する構成であってもよい。
【００８３】
　なお、第１素子１１が反射型の回折格子であるとき、周期Ｐ２は、例えば、２００ｎｍ
以上２０００ｎｍ以下であることが好ましく、５００ｎｍ以上１０００ｎｍ以下であるこ
とがより好ましい。周期Ｐ２が５００ｎｍ以上１０００ｎｍ以下であるとき、第１素子１
１に入射した第１の光のうち、可視領域の光が回折されやすくなり、第１素子１１の形成
する第１の情報が、目視での観察によってより認識されやすくなる。
【００８４】
　第１素子１１が回折格子であるとき、回折格子における凹部の深さは、５０ｎｍ以上６
００ｎｍ以下であることが好ましい。回折格子における凹部の深さが５０ｎｍ以上である
ことによって、回折格子による光の回折が生じやすくなり、また、６００ｎｍ以下である
ことにより、回折格子の成形が容易である。
【００８５】
　また、第１素子１１における凹部の深さが、第３素子１３における凸部３２の高さ、す
なわち、凸部３２間に形成される凹部の深さと同程度であるため、第１素子１１と第３素
子１３とを同時に成形することが容易である。
【００８６】
　図８が示すように、第１素子１１は凹凸構造体であり、例えば、板部４１と、形成面４
１ａから突き出た複数の凸部４５を備え、複数の凸部４５が、形成面４１ａの上に不規則
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に並ぶ構成であってもよい。第１素子１１において、板部４１と複数の凸部４５とが、凹
凸構造部４０を構成している。複数の凸部４５の各々は、例えば、半楕円体形状であって
、Ｚ方向に沿う長さがＸ方向に沿う長さよりも大きい形状を有し、複数の凸部４５は、相
互に同じ形状を有している。
【００８７】
　第１素子１１では、各凸部４５の表面、および、形成面４１ａのうちで凸部４５に覆わ
れていない部分が、表示体１０の表面１０ａの一部を構成している。そして、第１素子１
１では、各凸部４５の表面、および、形成面４１ａのうちで凸部４５に覆われていない部
分が、第１の光学面の一例としての散乱面であり、第１素子１１は、観察側に表示される
第１の情報を散乱面で受ける第１の光の散乱によって形成する。
【００８８】
　なお、第１素子１１の備える第１の光学面が光を散乱させる面であるとき、形成面４１
ａには、形成面４１ａから、板部４１における１つの面であって、形成面４１ａとは反対
側の面である非形成面に向けて窪む複数の凹部が不規則に並んでいてもよい。なお、非形
成面は、例えば、表示体１０の裏面１０ｂの一部を構成しているが、非形成面が他の基材
に貼り付けられ、かつ、他の基材の有する面のうち、非形成面とは反対側の面が、表示体
１０の裏面１０ｂを構成してもよい。
【００８９】
　また、形成面４１ａに並ぶ複数の凸部４５は、相互に同じ形状ではなく、例えば、複数
の凸部４５の間では、Ｚ方向に沿う長さとＸ方向に沿う長さとの比率が相互に異なってい
てもよい。あるいは、形成面４１ａに並ぶ複数の凹部は、相互に同じ形状であってもよい
し、複数の凹部の間では、Ｚ方向に沿う長さとＸ方向に沿う長さとの比率が相互に異なっ
ていてもよい。
【００９０】
　図９が示すように、第１素子１１は凹凸構造体であり、例えば、板部４１と、形成面４
１ａから突き出た複数の凸部４６とを備え、板部４１には、形成面４１ａから非形成面４
１ｂに向けて窪む複数の凹部４７が形成されている構成であってもよい。なお、非形成面
４１ｂが、表示体１０の裏面１０ｂの一部を構成しているが、板部４１の非形成面４１ｂ
が他の基材に貼り付けられ、かつ、他の基材の有する面のうち、非形成面４１ｂとは反対
側の面が、表示体１０の裏面１０ｂを構成してもよい。
【００９１】
　第１素子１１において、板部４１、複数の凸部４６、および、複数の凹部４７が、凹凸
構造部４０を構成している。複数の凸部４６の各々は、半楕円体形状であって、Ｚ方向に
沿う長さがＸ方向に沿う長さよりも大きい形状を有し、複数の凹部４７の各々は、曲面で
構成されている。
【００９２】
　第１素子１１において、複数の凸部４６と複数の凹部４７とは、Ｘ方向に沿って交互に
並び、かつ、Ｙ方向に沿って交互に並んでいる。第１素子１１では、Ｘ方向において相互
に隣り合う２つの凸部４６において、頂部の間の距離が一定であり、頂部の間の距離が周
期Ｐ３である。また、複数の凸部４６は、Ｘ方向と交差する方向に沿って等しい間隔を空
けて並び、かつ、複数の凹部４７は、同じくＸ方向と交差する方向に沿って等しい間隔を
空けて並んでいる。
【００９３】
　第１素子１１では、各凸部４６の表面、各凹部４７を構成する曲面、および、形成面４
１ａのうちで、凸部４６に覆われず、かつ、凹部４７が形成されていない部分が、表示体
１０の表面１０ａの一部を構成している。また、第１素子１１では、各凸部４６の表面、
および、各凹部４７を構成する曲面が第１の光学面を構成している。
【００９４】
　こうした第１素子１１は、周期Ｐ３が可視領域以上の長さであるとき、表示体１０の表
面１０ａに入射した光を等間隔で並ぶ複数の凸部４６、および、等間隔で並ぶ複数の凹部
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４７において回折する。これにより、第１素子１１は、所定の方向、例えば、板部４１の
法線方向とは異なる方向に回折光を出射する。一方で、第１素子１１は、周期Ｐ３が可視
領域よりも短い長さであるとき、第１の光学面に入射した光を吸収する。なお、第１素子
１１における吸収とは、複数の凸部および複数の凹部を有しない構成と比べて、第１素子
１１における光の反射率が低下することを意味している。
【００９５】
　第１素子１１では、第１の光学面に入射した第１の光が、周期Ｐ３が可視光領域よりも
長さの小さい凹凸構造部４０に入射するとき、可視光にとって屈折率が連続的に変化する
ため、通常は凹凸構造部４０と空気との界面に生じるインピーダンスのずれが生じず、光
の反射が抑えられる。そのため、第１の光の反射率が低下する。
【００９６】
　なお、第１素子１１は、上述した第３素子１３と同様、凹凸構造部４０を覆う保護層で
あって、光透過性を有する樹脂、あるいは、誘電体材料で形成される層を備える構成であ
ってもよい。こうした構成であれば、第１素子１１において、凹凸構造部４０と、保護層
との界面に生じるインピーダンスのずれが生じないために、光の反射が抑えられる。また
、表示体１０が、第１素子１１を覆う樹脂製の接着層を用いて他の部材に貼り合わされた
構成であっても、凹凸構造部４０と接着層との界面に生じるインピーダンスのずれが生じ
ないために、光の反射が抑えられる。
【００９７】
　そのため、表示体１０の表面１０ａに第１の光が入射され、かつ、第１素子１１が、例
えば、板部４１の法線方向から視認されるとき、第１素子１１は、黒色あるいは暗灰色を
有した第１の情報を観察側に表示する。このように、第１素子１１は、回折光と、入射し
た光の吸収とによって、第１の情報を形成する。
【００９８】
　複数の凸部４６および複数の凹部４７は、Ｘ方向に沿って交互に並び、かつ、Ｙ方向に
沿って交互に並ぶことで、複数の凸部４６および複数の凹部４７によって四方格子が形成
された状態であるが、複数の凸部４６と複数の凹部４７とは三方格子や六方格子を形成す
るように並んでいてもよい。また、第１の光学面に入射した第１の光を吸収する一方で、
回折光を出射しない構成であれば、複数の凸部４６および複数の凹部４７は、形成面４１
ａにおいて不規則に並んでいてもよい。
【００９９】
　凹凸構造部４０の備える凸部４６は半楕円体形状を有しているが、四角柱形状や、四角
柱形状以外の多角形柱形状を有してもよい。また、凹凸構造部４０の備える凹部４７は曲
面で構成されているが、円筒面や多角筒面で構成されてもよい。
【０１００】
　なお、第１素子１１が、第１の光を回折させる作用、または、第１の光を吸収する作用
を有する上では、周期Ｐ３は、例えば、２００ｎｍ以上２０００ｎｍ以下であることが好
ましく、２００ｎｍ以上６００ｎｍ以下であることがより好ましい。周期Ｐ３が可視領域
以下であることにより、第１素子１１が第１の光を吸収しやすくなる。そのため、表示体
１０における第１素子１１の周囲の部分と比べて、第１素子１１の形成された領域の反射
率が低くなる分、第１素子１１の形成する第１の情報が目視による観察でより認識されや
すくなる。
【０１０１】
　図６、図７、および、図９を用いて先に説明された第１素子１１の各々は、所定の周期
で並ぶ凸部を有した凹凸構造体である。しかしながら、周期Ｐ２の平均値が上述した好ま
しい範囲に含まれ、また、周期Ｐ３の平均値が上述した好ましい範囲に含まれていれば、
厳密に規則的である必要はなく、不規則な凹凸微細構造であってもよい。
【０１０２】
　図５に示される板部４１、および、図６から図９に示される凹凸構造部４０の形成材料
は、例えば石英であるが、石英以外の可視光を透過する無機材料であってもよいし、可視
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光を透過する有機材料であってもよい。このうち、無機材料は、例えば、酸化チタンやフ
ッ化マグネシウムなどであればよく、有機材料は、例えば、ウレタン変性アクリル樹脂、
エポキシ変性アクリル樹脂などのアクリル樹脂、および、エポキシ樹脂などの各種樹脂で
あればよい。図５に示される板部４１、および、図６から図９に示される凹凸構造部４０
の形成材料と、第３素子１３の備える凹凸構造部２１との形成材料は、相互に同じであっ
てもよいし、相互に異なっていてもよい。
【０１０３】
　凹凸構造部４０の形成材料が無機材料であるとき、例えば、各材料で形成された基体に
化学的なエッチング処理や物理的なエッチング処理などが行われることにより凹凸構造部
４０が形成される。凹凸構造部４０の形成材料が樹脂であるとき、凹凸構造部４０は、例
えば、硬化前の樹脂に対して原版が転写されることによって形成される。なお、図５に示
される板部４１は、基体そのものであってもよいし、基体に化学的なエッチング処理や物
理的なエッチング処理などが行われることで形成されてもよい。あるいは、図５に示され
る板部４１は、樹脂の塗布のみによって形成されてもよいし、塗布後の樹脂であって、硬
化前の樹脂に対して原版が転写されることによって形成されてもよい。
【０１０４】
　なお、図６から図９を用いて先に説明された第１素子１１は、金属層を備えてもよく、
金属層は、第１素子１１において表示体１０の表面１０ａを構成する部分の全体に形成さ
れていてもよいし、一部に形成されていてもよい。例えば、図６を用いて先に説明された
第１素子１１では、金属層は、形成面４１ａにおいて凸部４３によって覆われていない部
分、凸部４３の頂面４３ａの全て、および、凸部４３の側面４３ｂの全てのうち、少なく
とも一部に形成されていればよい。図７を用いて先に説明された第１素子１１では、金属
層は、凸部４４の表面の少なくとも一部に形成されていればよい。
【０１０５】
　図８を用いて先に説明された第１素子１１では、金属層は、形成面４１ａにおいて凸部
４５によって覆われていない部分、および、凸部４５の表面の全てのうち、少なくとも一
部に形成されていればよい。図９を用いて先に説明された第１素子１１では、金属層は、
形成面４１ａにおいて凸部４６によって覆われず、かつ、凹部４７が形成されていない部
分、凸部４６の表面の全て、および、凹部４７を構成する面の全てのうち、少なくとも一
部に形成されていればよい。なお、図６から図９を用いて先に説明された第１素子１１が
金属層を備えるとき、金属層の表面が、表示体１０の表面１０ａの一部を構成する。
【０１０６】
　金属層が形成されることによって、第１の光学面に入射した光の反射率が高くなるため
、第１素子１１の形成する第１の情報が、表示体１０の観察者の目視によって観察されや
すくなる。
【０１０７】
　第１素子１１の備える金属層の厚さは、第１素子１１が光の反射、回折、散乱、吸収、
および、干渉を生じさせる上では、例えば、２０ｎｍ以上１００ｎｍ以下であることが好
ましく、４０ｎｍ以上６０ｎｍ以下であることがより好ましい。金属層の形成材料は、例
えばアルミニウムである。また、金属層の形成材料は、金、銀、および、窒化チタンなど
であってもよい。
【０１０８】
　金属層は、例えば、真空蒸着法やスパッタ法などの物理蒸着法によって形成される。な
お、金属層の形成材料が、第３素子１３の備える金属層２２の形成材料と同じであれば、
物理蒸着法を用いて第３素子１３の備える金属層２２と、第１素子１１の備える金属層と
を同時に形成することが可能である。
　また、図６から図８を用いて先に説明された第１素子１１は、図９を用いて先に説明さ
れた第１素子１１と同様、凹凸構造部４０を覆う保護層を備えてもよい。
【０１０９】
　このように、第１素子１１は、光の反射を用いて第１の情報を形成する光学素子であっ
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てもよいし、光の回折を用いて第１の情報を形成する光学素子であってもよいし、光の散
乱を用いて第１の情報を形成する光学素子であってもよい。また、第１素子１１は、光の
吸収を用いて第１の情報を形成する素子であってもよいし、光の干渉を用いて第１の情報
を形成する光学素子であってもよい。さらには、第１素子１１は、これら光学素子の２つ
以上を組み合わせた構成であってもよい。
【０１１０】
　第１素子１１は、上述のように第１の光の反射、回折、散乱、吸収、および、干渉によ
って、第１の情報を形成する。そのため、表示体１０の観察者は、第１素子１１における
第１の光の反射、回折、散乱、吸収、および、干渉によって光強度、波長、および、観察
角度が変えられた光と、それ以外の部分における光学的な作用による光との差異によって
、第１の情報を把握することができる。一方で、上述した第３表示要素１３ａは、第２の
光による表面プラズモンの励起によって生じる所定の色を有した光によって、第２の情報
を表示する。これにより、第１の情報と第２の情報との差異が認識されやすくなるため、
表示体１０の観察者が、表示体１０の表示する複数の情報の各々を誤認識しにくくなる。
【０１１１】
　［表示体の表面］
　図１０および図１１を参照して、表示体１０の表面１０ａを説明する。なお、以下では
、表示体１０の一例のうち、第１素子１１が、図７を用いて先に説明された光学素子であ
り、かつ、第２素子１２が、図８を用いて先に説明された光学素子である例を説明する。
また、図１０には、表示体１０の断面構造のうち、第２素子１２の断面構造の一部と、第
３素子１３の断面構造の一部とが示され、図１１には、表示体１０の断面構造のうち、第
１素子１１のうちで、第４素子１４を含む部分の断面構造が示されている。
【０１１２】
　図１０が示すように、表示体１０の備える第２素子１２は、板部４１と、板部４１の形
成面４１ａから突き出た複数の凸部４５とを備え、板部４１と複数の凸部４５とが凹凸構
造部４０を構成している。第２素子１２は、さらに、金属層４８を備え、金属層４８は、
形成面４１ａのうち、凸部４５によって覆われていない部分と、全ての凸部４５の表面を
覆っている。金属層４８の表面４８ａは、表示体１０の表面１０ａの一部を構成し、かつ
、第２素子１２における第１の光学面を構成している。
【０１１３】
　表示体１０の備える第３素子１３は、凹凸構造部２１と、金属層２２とを備えている。
凹凸構造部２１は、板部３１と複数の凸部３２とから構成され、金属層２２は、板部３１
の形成面３１ａのうち、凸部３２によって覆われていない部分と、凸部３２の頂面３２ａ
とに形成されている。第３素子１３では、金属層２２の表面２２ａと、凸部３２の側面３
２ｂとが、表示体１０の表面１０ａを構成している。このうち、凸部３２の頂面３２ａに
形成された金属層２２の表面２２ａ、および、形成面３１ａに形成された金属層２２の表
面２２ａが、第２の情報を出射する第２の光学面を構成している。
【０１１４】
　表示体１０において、第３素子１３の備える凹凸構造部２１と、第２素子１２の備える
凹凸構造部４０とは、１つの基体から形成されている。また、第３素子１３の備える金属
層２２と第２素子１２の備える金属層４８とは、相互に同じ材料で構成されている。
【０１１５】
　このように、第２素子１２と第３素子１３との両方が、表示体１０の表面１０ａの一部
を光学面として含むため、第２素子１２と第３素子１３との相対的な位置合わせにおいて
、第２素子１２の基体に対する位置合わせの方法と、第３素子１３の基体に対する位置合
わせの方法との共通化を図ることが可能である。あるいは、第２素子１２の加工と第３素
子１３の加工とに同種の技術を採用することが可能である。
【０１１６】
　例えば、第２素子１２を形成するための型と第３素子１３を形成するための型とが形成
された原版を基体に転写する方法や、第２素子１２を形成するためのマスクと第３素子１
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３を形成するためのマスクとが形成された１つのマスクを用いて基体をエッチングする方
法などを採用することができる。
【０１１７】
　また、例えば、第２素子１２を形成するための原版を基体に転写し、次いで、第３素子
１３を形成するための原版を基体に転写する方法や、第２素子１２を形成するためのマス
クを用いて基体をエッチングし、次いで、第３素子１３を形成するためのマスクを用いて
基体をエッチングする方法などを採用することができる。
【０１１８】
　これにより、第２素子１２の位置に対する第３素子１３の位置の精度が高まり、第１の
情報が表示される位置に対する第２の情報が表示される位置の精度を高めることができる
。
【０１１９】
　さらには、第２素子１２と第３素子１３とを同時に形成する方法であれば、第２素子１
２のみを備える表示体を製造する際に必要な工程数と、第２素子１２および第３素子１３
を備える表示体１０を製造する際に必要な工程数が同じである。そのため、表示体１０を
製造するための工程数が増えることによって製造にかかるコストが高まることを抑えなが
ら、第２素子１２と第３素子１３とを備える表示体１０を製造することができる。
【０１２０】
　また、表示体１０には、情報を表示するための光学素子として、表示体１０の表面１０
ａと裏面１０ｂとの間を貫通する貫通孔が形成されていない。そのため、貫通孔が形成さ
れた表示体と比べて、表示体１０の機械的な強度が高く保たれる。
　なお、第１素子１１と第３素子１３とによっても、上述した第２素子１２と第３素子１
３とによって得られる効果に準じた効果を得ることができる。
【０１２１】
　図１１が示すように、表示体１０の備える第１素子１１は、板部４１と、板部４１の形
成面４１ａから突き出た複数の凸部４４とを備え、板部４１と複数の凸部４４とが凹凸構
造部４０を構成している。第１素子１１は、さらに、金属層４９を備え、金属層４９は、
全ての凸部４４の表面を覆っている。金属層４９の表面４９ａは、表示体１０の表面１０
ａの一部を構成し、かつ、第２素子１２における第１の光学面を構成している。
【０１２２】
　表示体１０の備える第４素子１４は、凹凸構造部２１と、金属層２２とを備えている。
凹凸構造部２１は、板部３１と複数の凸部３２とから構成され、金属層２２は、板部３１
の形成面３１ａのうち、凸部３２によって覆われていない部分と、凸部３２の頂面３２ａ
とに形成されている。第４素子１４では、金属層２２の表面２２ａと、凸部３２の側面３
２ｂとが、表示体１０の表面１０ａを構成している。このうち、凸部３２の頂面３２ａに
形成された金属層２２の表面２２ａ、および、形成面３１ａに形成された金属層２２の表
面２２ａが、第２の情報を出射する第２の光学面を構成している。
【０１２３】
　表示体１０において、第４素子１４の備える凹凸構造部２１と、第１素子１１の備える
凹凸構造部４０とは、１つの基体から形成されている。また、第４素子１４の備える金属
層２２と第１素子１１の備える金属層４９とは、相互に同じ材料で構成されている。
【０１２４】
　そのため、表示体１０の備える第１素子１１と第４素子１４とによっても、上述した第
２素子１２と第３素子１３とによる効果に準じた効果を得ることができる。また、表示体
１０の観察者が肉眼では観察できない大きさの第４素子１４が第１素子１１に囲まれてい
る。そのため、表示体１０の観察者が、表示体１０が第４素子１４を有していることを予
め知っている観察者でなければ、表示体１０を観察したとしても、表示体１０が第４素子
１４を有していることに気付きにくい。
【０１２５】
　しかも、第１素子１１は、表面１０ａに入射した光を回折光から構成される第１の情報
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として観察側に形成するため、表示体１０が第４素子１４を有していることを知らない観
察者は、第１素子１１の光学的な効果に注意を引かれることで、表示体１０が第４素子１
４を有していることに気付きにくい。つまり、表示体１０の構成によれば、表示体１０を
偽造しようとする者には、表示体１０の偽造を難しくすることができる一方で、第４素子
１４の存在を予め知っている者であれば、第４素子１４の有無を観察することによって、
表示体１０の真贋判定を簡単に行うことができる。
【０１２６】
　［表示体の観察方法］
　図１２から図１４を参照して表示体１０の観察方法を説明する。以下では、表示体１０
が、真性品であるか否かの判定の対象である被認証体に付された状態で観察される例を説
明する。なお、第１素子１１は、例えば、図７を用いて先に説明された光学素子であり、
第２素子１２は、例えば、図８を用いて先に説明された光学素子である。
【０１２７】
　図１２が示すように、上述した表示体１０は、被認証体５０に付されている。被認証体
５０は、被認証体５０を通して表示体１０に光を到達させることの可能な基材などで構成
されている。あるいは、被認証体５０のうち、表示体１０の付される部分を少なくとも含
む部分が、表示体１０に対して光を到達させることの可能な基材で構成されていてもよい
。また、表示体１０は、表示体１０に光が直に入射する状態で被認証体５０に付されても
よい。
【０１２８】
　表示体１０の観察方法は、表示体１０の表面１０ａに第１の光を入射させる工程、およ
び、表面１０ａに入射した第１の光から第１の光学素子が形成した第１の情報を観察する
工程を備えている。表示体１０の観察方法は、さらに、表示体１０の裏面１０ｂに第２の
光を入射させる工程、および、裏面１０ｂに入射した第２の光から第２の光学素子が形成
した第２の情報を観察する工程を備えている。なお、第１の情報を観察する工程と、第２
の情報を観察する工程とは、観察者によって行われるが、表示体１０の形成する第１の情
報と第２の情報とを検出することのできる機器によって行われてもよい。
【０１２９】
　このうち、第１の光を入射させる工程では、観察側に位置する光源ＬＳが第１の光ＩＬ
１として白色光を出射する。そして、表示体１０の表面１０ａに対して観察側から第１の
光ＩＬ１が入射する。これにより、表示体１０のうち、第１素子１１は、表示体１０の表
面１０ａに入射した第１の光ＩＬ１を観察側に回折させて、反射光ＲＬとして回折光を出
射する。すなわち、第１素子１１は、第１の光ＩＬ１を回折させて第１の情報を形成する
。第２素子１２は、表示体１０の表面１０ａに入射した第１の光ＩＬ１を観察側に散乱さ
せて、反射光ＲＬとして散乱光を出射する。すなわち、第２素子１２は、第１の光ＩＬ１
を散乱させて第１の情報を形成する。
　一方で、第３素子１３は、表示体１０の表面１０ａに第１の光ＩＬ１が入射しても、予
め設定された第２の情報を観察側には形成しない。
【０１３０】
　そのため、第１の情報を観察する工程では、観察者ＯＢは、第１素子１１の形成した第
１の情報と、第２素子１２の形成した第１の情報とを目視にて認識することができる。一
方で、観察者ＯＢは、第３素子１３の形成する第２の情報を目視にて認識することができ
ない。
【０１３１】
　図１３が示すように、第２の光を入射させる工程では、光源ＬＳが表示体１０の裏面１
０ｂに対して観察側とは反対側に位置し、かつ、表示体１０の裏面１０ｂに対して、裏面
１０ｂに対する観察側とは反対側から第２の光ＩＬ２を入射させる。これにより、第３素
子１３は、裏面１０ｂを透過した第２の光ＩＬ２によって、表面プラズモンを励起して、
第２の光ＩＬ２とは異なる所定の色を有した透過光ＴＬを出射する。すなわち、第３素子
１３は、第２の光ＩＬ２を第２の光ＩＬ２とは異なる色の透過光に変換して第２の情報を
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形成する。
【０１３２】
　一方で、第１素子１１は、表示体１０の表面１０ａの一部を構成する金属層４８を備え
、かつ、第２素子１２は、表示体１０の表面１０ａの一部を構成する金属層４９を備えて
いる。そのため、第１素子１１および第２素子１２の各々は、表示体１０の裏面１０ｂに
第２の光ＩＬ２が入射しても、表示体１０の表面１０ａに光を透過しない、あるいは、第
２の光ＩＬ２の一部を透過したとしても、結局のところ、予め設定された第１の情報を形
成しない。
【０１３３】
　そのため、第２の情報を観察する工程では、観察者ＯＢは、第３素子１３の形成した第
２の情報を目視にて観察することができる一方で、第１素子１１の形成する第１の情報、
および、第２素子１２の形成する第１の情報を目視にて観察することができない。
【０１３４】
　図１４が示すように、第２の情報を観察する工程では、表示体１０を拡大して観察する
こともできる。観察者ＯＢは、例えば、光学顕微鏡ＬＭを用いて表示体１０を拡大した状
態で、表示体１０の出射する第２の情報を観察する。これにより、表示体１０の出射する
第２の情報のうち、第４素子１４の出射する第２の情報が、観察者ＯＢの視認することの
可能な大きさにまで拡大される。結果として、観察者ＯＢは、第４素子１４の形成する第
２の情報を観察することができる。
【０１３５】
　以上説明したように、上述した実施形態によれば、以下に列挙する効果を得ることがで
きる。
　（１）第１の光学素子と第２の光学素子との両方が表面１０ａの一部を光学面として含
むため、第１の光学素子と第２の光学素子との相対的な位置合わせにおいて、基体に対す
る第１の光学素子の位置合わせと、基体に対する第２の光学素子の位置合わせとの共通化
を図ることが可能である。あるいは、第１の光学素子の加工と第２の光学素子の加工とに
同種の技術を採用することが可能である。それゆえに、第１の光学素子の位置に対する第
２の光学素子の位置の精度が高まり、第１の情報が表示される位置に対する第２の情報が
表示される位置の精度を高めることができる。
【０１３６】
　（２）第１素子１１の大きさに対して、第４素子１４の大きさが十分に小さいため、表
示体１０の表面１０ａからの反射光が観察されるとき、第４素子１４が確認されにくくな
る。
【０１３７】
　（３）第３素子１３および第４素子１４の各々は、所定の色を有する第２の情報を形成
するため、表示体１０の観察者ＯＢは、所定の色を有した光と、それ以外の部分との差異
によって、第２の情報を把握することができる。それゆえに、第２の情報である部分と、
それ以外の部分との差異が認識されやすくなる。
【０１３８】
　（４）第１の光学素子の備える複数の凸部と、第２の光学素子の備える複数の凸部とが
、表示体１０の表面１０ａにおける一部を構成する。そのため、第１の光学素子と第２の
光学素子との各々が、複数の凸部を有する複雑な構成であっても、第１の情報が表示され
る位置に対する第２の情報が表示される位置の精度を高めることができる。
【０１３９】
　なお、上述した実施形態は、以下のように適宜変更して実施することもできる。
　［印刷層］
　・図１５から図２０を参照して以下に説明するように、表示体１０は印刷層を備えてい
てもよい。
【０１４０】
　図１５が示すように、表示体１０は印刷層６０を備え、印刷層６０は、複数の印刷部分
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６１から構成されて、表示体１０の観察側に表示される第３の情報を形成する。各印刷部
分６１は、１つ以上の屈曲部を含む波線形状を有し、複数の印刷部分６１は、表示体１０
の表面１０ａと対向する平面視において、１つの方向に沿って所定の間隔を空けて並んで
いる。
【０１４１】
　表示体１０の表面１０ａと対向する平面視において、複数の印刷部分６１には、第１素
子１１の有する第１表示要素１１ａと重なる印刷部分６１、第２素子１２の有する第２表
示要素１２ａと重なる印刷部分６１、および、第３素子１３の有する第３表示要素１３ａ
と重なる印刷部分６１が含まれている。第１表示要素１１ａと重なる印刷部分６１は、表
示体１０の表面１０ａと対向する平面視において、第１表示要素１１ａに囲まれる第４素
子と重なる部分を含んでいてもよいし、重なる部分を含んでいなくてもよい。
【０１４２】
　複数の印刷部分６１には、表示体１０の表面１０ａと対向する平面視において、第１素
子１１、第２素子１２、および、第３素子１３のいずれとも重ならない印刷部分６１が含
まれている。なお、複数の印刷部分６１は、第１素子１１、第２素子１２、および、第３
素子１３のいずれかと重なる印刷部分６１のみから構成されていてもよい。
【０１４３】
　印刷層６０は、複数の波線形状から形成される１つの柄であって、彩紋柄の一例を形成
しているが、複数の円弧形状から形成される彩紋柄や、複数の円形状から形成される彩紋
柄を形成してもよい。また、印刷層６０は、波線形状、円弧形状、および、円形状のうち
の２つ以上の形状を組み合わせた彩紋柄を形成してもよい。あるいは、印刷層６０は、波
線形状、円弧形状、および、円形状以外の幾何学的な形状から形成される柄を形成しても
よい。すなわち、印刷層６０の表示する第３の情報としての画像は、所定の絵柄であれば
よい。
【０１４４】
　また、図１６が示すように、表示体１０の備える印刷層７０は、上述した所定の絵柄で
はなく、カード番号、および、ロット番号などの個別情報であって、文字および数字の少
なくとも一方を含む情報を形成してもよい。すなわち、印刷層７０の表示する情報として
の画像は、所定の文字および数字の少なくとも一方を含んでいればよい。
【０１４５】
　印刷層７０は、複数の印刷部分７１であって、第１部分７１ａ、第２部分７１ｂ、およ
び、第３部分７１ｃから構成され、複数の印刷部分７１は、表示体１０の表面１０ａと対
向する平面視において、表示体１０において所定の方向に沿って並んでいる。各印刷部分
７１は、例えば、１つの数字を表し、複数の印刷部分７１のうち、第１部分７１ａは数字
の「１」、第２部分７１ｂは数字の「２」、第３部分７１ｃは数字の「３」をそれぞれ表
している。
【０１４６】
　表示体１０の表面１０ａと対向する平面視において、３つの印刷部分７１のうち、第１
部分７１ａの一部が第１素子１１の有する第１表示要素１１ａと重なり、第２部分７１ｂ
の一部が第２素子１２の有する第２表示要素１２ａと重なり、第３部分７１ｃが第３素子
１３の有する第３表示要素１３ａと重なっている。第１部分７１ａのうち、第１表示要素
１１ａと重なる部分は、表示体１０の表面１０ａと対向する平面視において、第１表示要
素１１ａの内部に含まれる第４素子と重なっていてもよいし、第４素子と重なっていなく
てもよい。
【０１４７】
　複数の印刷部分７１には、表示体１０の表面１０ａと対向する平面視において、第１素
子１１、第２素子１２、および、第３素子１３のいずれとも重ならない印刷部分７１が含
まれていてもよい。
【０１４８】
　なお、印刷層６０，７０が表示する第３の情報としての画像は、上述した絵柄、文字、



(23) JP 6641738 B2 2020.2.5

10

20

30

40

50

および、数字に限らず、図形および記号であってもよく、絵柄、文字、数字、図形、およ
び、記号のうちの少なくとも２つの組み合わせであってもよい。
【０１４９】
　上述した構成によれば、表示体１０が、第３の情報を形成する印刷層を備える分、表示
体１０が表示することの可能な情報の見え方や情報間の重なりなどを複雑にすることがで
きる。
【０１５０】
　次に、図１７から図２０を参照して、表示体１０の断面構造を説明する。
　図１５を用いて先に説明された表示体１０と、図１６を用いて先に説明された表示体１
０とは、印刷層の表示する画像が相互に異なるものの、２つの表示体１０の間では、表示
体１０のうちで、印刷層の配置され得る位置は、表示体の厚さ方向において共通している
。
【０１５１】
　そのため、以下では、図１５を用いて先に説明された表示体１０の断面構造を説明し、
図１６を用いて先に説明された表示体１０の断面構造の説明を省略する。なお、以下では
、第１の光学素子の一例である第２素子１２が、図７を用いて先に説明された反射型の回
折格子である例を説明する。
【０１５２】
　なお、図１７から図２０の各々には、表示体１０の表面１０ａに対して裏面１０ｂとは
反対側が表示体１０の観察側であるときの断面構造が示されている。また、以下では、各
表示体１０に白色光が入射したときの作用を各表示体１０の作用として説明する。
【０１５３】
　図１７が示すように、表示体１０の備える第２素子１２は、板部４１と複数の凸部４４
とから構成される凹凸構造部４０を備えている。第２素子１２は、さらに金属層８１を備
え、金属層８１は、全ての凸部４４の表面を覆っている。金属層８１の表面８１ａは、表
示体１０の表面１０ａの一部を構成し、かつ、第２素子１２における第１の光学面を構成
している。
【０１５４】
　表示体１０の備える第３素子１３は、凹凸構造部２１と、金属層２２とを備えている。
凹凸構造部２１は、板部３１と複数の凸部３２とから構成され、金属層２２は、板部３１
の形成面３１ａのうち、凸部３２によって覆われていない部分と、凸部３２の頂面３２ａ
とに形成されている。
【０１５５】
　第３素子１３において、金属層２２の表面２２ａと、凸部３２の側面３２ｂとが、表示
体１０の表面１０ａを構成している。このうち、凸部３２の頂面３２ａに形成された金属
層２２の表面２２ａ、および、形成面３１ａに形成された金属層２２の表面２２ａが、第
３素子１３における第２の光学面を構成している。
【０１５６】
　表示体１０において、第３素子１３の備える凹凸構造部２１と、第２素子１２の備える
凹凸構造部４０とは、１つの基体１０ｃから形成されている。第１素子１１の凹凸構造部
２１のうち、形成面３１ａとは反対側の面が、表示体１０の裏面１０ｂの一部を構成し、
第２素子１２の凹凸構造部４０のうち、凸部４４の表面とは反対側の面が、表示体１０の
裏面１０ｂの一部を構成している。また、第３素子１３の備える金属層２２と第２素子１
２の備える金属層８１とは、相互に同じ材料で構成されていることが好ましいが、相互に
異なる材料で形成されていてもよい。
【０１５７】
　表示体１０の裏面１０ｂには、印刷層６０を構成する複数の印刷部分６１が形成されて
いる。すなわち、印刷層６０は、表示体１０の裏面１０ｂに対して、第２の光の入射する
側に位置している。各印刷部分６１は可視光を透過せず、複数の印刷部分６１には、表示
体１０の厚さ方向において、第２素子１２に重なる印刷部分６１と、第３素子１３と重な
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る印刷部分６１とが含まれている。
【０１５８】
　印刷層６０は、所定の染料や顔料などを含むインキによって形成され、各種の印刷方法
、例えば、グラビア印刷法、オフセット印刷法、および、スクリーン印刷法などによって
形成される。
【０１５９】
　第２素子１２のうち、表示体１０の厚さ方向において印刷部分６１と重なる部分では、
印刷部分６１が、表示体１０の裏面１０ｂから表面１０ａに向けて第２の光が透過するこ
とを抑える。そのため、第２素子１２の金属層８１が光を透過する構成であれば、観察者
が表示体を観察するとき、第２素子１２のうち印刷部分６１と重なる部分と、第２素子１
２のうち印刷部分６１と重ならない部分との間で、観察者が視認する像のコントラストが
高くなる。結果として、第２素子１２の表示する情報のなかで、印刷部分６１の表示する
情報が視認されやすくなる。
【０１６０】
　第３素子１３のうち、表示体１０の厚さ方向において印刷部分６１と重なる部分では、
印刷部分６１が、表示体１０の裏面１０ｂから表面１０ａに向けて第２の光が透過するこ
とを抑える。そのため、第３素子１３のうち、印刷部分６１と重なる部分では、表面プラ
ズモンの励起によって生じる光の光量が小さくなるため、第３素子１３の出射する光が視
認されにくくなる。そして、観察者が表示体を観察するとき、第３素子１３のうち印刷部
分６１と重なる部分と、第３素子１３のうち印刷部分６１と重ならない部分との間で観察
者が視認する像のコントラストが高まる。結果として、第３素子１３の表示する情報のな
かで印刷部分６１の表示する情報が視認されやすくなる。
【０１６１】
　なお、観察者が正面視の方向から表示体１０を観察するときに、第３素子１３のうち、
印刷部分６１と重なる部分から出射される光の光量が最も小さくなり、印刷部分６１が視
認されやすい。
【０１６２】
　印刷層６０は、表示体１０の表面１０ａに対して、第１の光の入射する側に位置してい
てもよい。すなわち、図１８が示すように、図１８における表示体１０は、上述した表示
体１０の表面１０ａに相当する被覆面１０ｄを備え、被覆面１０ｄの全体には、透明樹脂
層８２が形成されている。透明樹脂層８２は、第２素子１２と第３素子１３とを覆ってい
る。透明樹脂層８２は、光を透過することが可能な樹脂によって形成された層である。透
明樹脂層８２のうち、表示体１０の被覆面１０ｄに接する面とは反対側の面が、透明樹脂
層８２の表面８２ａであり、表面８２ａには、複数の印刷部分６１が形成されている。
【０１６３】
　透明樹脂層８２は、表示体１０を被認証体などの物品に貼り付けるための粘着性を有し
た層であってもよいし、粘着性を有しない層であってもよい。なお、透明樹脂層８２が粘
着性を有しない層であるときには、粘着性を有した層は、透明樹脂層８２とは別に、透明
樹脂層８２の表面８２ａ、あるいは、表示体１０の裏面１０ｂに形成されていればよい。
　複数の印刷部分６１には、表示体１０の厚さ方向において、第２素子１２と重なる印刷
部分６１と、第３素子１３と重なる印刷部分６１とが含まれている。
【０１６４】
　第２素子１２のうち、表示体１０の厚さ方向において印刷部分６１と重なる部分では、
印刷部分６１が、第２素子１２に対して第１の光が入射することを抑える。また、印刷部
分６１は、第２素子１２が出射した回折光のうち、出射方向が印刷部分６１によって遮ら
れる回折光が、表示体１０の観察側に出射されることを抑える。
【０１６５】
　そのため、表示体１０の厚さ方向において、第２素子１２と重なる印刷部分６１を有し
ない構成と比べて、観察側のうち、第２素子１２による回折光が出射される範囲が制限さ
れる。それゆえに、所定の出射角で出射される回折光が視認されにくくなる。
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【０１６６】
　第３素子１３のうち、表示体１０の厚さ方向において印刷部分６１と重なる部分では、
印刷部分６１が、表面プラズモンの励起によって第３素子１３から出射された光が、観察
側に出射されることを抑える。そのため、第３素子１３のうち、印刷部分６１と重なる部
分から出射される光の光量が小さくなるため、印刷部分６１と重なる部分が視認されにく
くなる。
【０１６７】
　印刷層６０を構成する各印刷部分は、上述した可視光を透過しない印刷部分に限らず、
可視光の一部を透過する印刷部分であってもよい。
【０１６８】
　すなわち、図１９が示すように、図１７を用いて先に説明された構成において、印刷層
６０が複数の印刷部分６２から構成され、各印刷部分６２が可視光の一部を透過する。複
数の印刷部分６２には、表示体１０の厚さ方向において、第２素子１２と重なる印刷部分
６２と、第３素子１３と重なる印刷部分６２とが含まれている。
【０１６９】
　第２素子１２の金属層８１が光を透過する構成であれば、第２素子１２のうち、表示体
１０の厚さ方向において印刷部分６２と重なる部分では、印刷部分６２を透過した光であ
って、所定の波長を有した光と、第２素子１２において回折された回折光とが出射される
。そのため、印刷部分６２を透過した光と回折光とが視認される。この構成では、印刷部
分６２の柄に、回折光の柄が重なって視認される。
【０１７０】
　第３素子１３のうち、表示体１０の厚さ方向において印刷部分６２と重なる部分では、
印刷部分６２を透過した光の一部が、第３素子１３でのプラズモンの励起に用いられる一
方で、残りの部分が、第３素子１３を透過する。
【０１７１】
　そのため、印刷部分６２を透過した光の色が、第３素子１３でのプラズモンの励起によ
って出射された光の色と異なる場合には、印刷部分６２を透過した光の色と、第３素子１
３を透過した光の色との混色された光が出射される。
【０１７２】
　また、可視光を透過する印刷部分６２から構成される印刷層６０は、図１８を用いて先
に説明された構成に適用されてもよい。すなわち、図２０が示すように、印刷層６０は、
複数の印刷部分６２から構成され、各印刷部分６２は、透明樹脂層８２の表面８２ａに形
成されている。複数の印刷部分６２には、表示体１０の厚さ方向において、第２素子１２
と重なる印刷部分６２と、第３素子１３と重なる印刷部分６２とが含まれている。
【０１７３】
　第２素子１２の出射する回折光の一部が、印刷部分６２に向けて出射される。このとき
、印刷部分６２に向けて出射された回折光が、印刷部分６２が透過することが可能な波長
を有した回折光であれば、回折光は、印刷部分６２を透過して観察側に出射される。一方
で、印刷部分６２に向けて出射された回折光が、印刷部分６２が透過することができない
波長を有した回折光であれば、回折光は観察側に出射されない。
【０１７４】
　第３素子１３のうち、表示体１０の厚さ方向において印刷部分６２と重なる部分では、
入射した光の一部が、表面プラズモンの励起に用いられる一方で、残りの部分が、第３素
子１３を透過する。
【０１７５】
　そして、印刷部分６２が透過することの可能な光の波長が、第３素子１３における表面
プラズモンの励起によって生じる光と同じ波長を有した光である場合には、表面プラズモ
ンの励起によって生じる光は、印刷部分６２で吸収されず透過するため、印刷部分６２で
あっても表面プラズモンの励起によって生じる光と同じ波長の光を射出する。これに対し
て、印刷部分６２が透過することが可能な光の波長が、第３素子１３における表面プラズ
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モンの励起によって生じる光と異なる波長を有した光である場合には、第３素子１３に入
射した光の一部の波長の光は印刷部分６２で吸収され、それ以外の波長の光が、印刷部分
６２を透過して観察側に出射される。
　なお、図１６に示される印刷層７０を備える表示体１０によっても、印刷層６０を備え
る表示体１０によって得られる効果と同等の効果を得ることができる。
【０１７６】
　また、表示体１０が透明樹脂層８２を備える構成、すなわち、図１８を用いて先に説明
された構成、および、図２０を用いて先に説明された構成では、印刷層は、透明樹脂層８
２の表面８２ａと、基体１０ｃの裏面１０ｂとの両方に形成されてもよい。
【０１７７】
　・図１７を用いて先に説明した表示体１０では、表示体１０の裏面１０ｂに対して表面
１０ａとは反対側が表示体１０の観察側であってもよい。
　すなわち、図２１が示すように、第２素子１２は金属層８１を備え、金属層８１のうち
、基体１０ｃと接する面が裏面８１ｂであり、裏面８１ｂとは反対側の面が表面８１ａで
ある。金属層８１の裏面８１ｂが、第１の光が入射する第１面の一部を構成し、かつ、第
２素子１２における第１の光学面を構成している。
【０１７８】
　第３素子１３は、金属層２２を備え、金属層２２のうち、基体１０ｃと接する面が裏面
２２ｂであり、裏面２２ｂとは反対側の面が表面２２ａである。金属層２２の表面２２ａ
が、第２の光が入射する第２の面の一部を構成し、金属層２２の裏面２２ｂが、第３素子
１３における第２の光学面を構成している。
【０１７９】
　表示体１０の裏面１０ｂには、印刷層６０を構成する複数の印刷部分６３が形成されて
いる。すなわち、印刷層６０は、表示体１０の裏面１０ｂに対して、第１の光の入射する
側に位置している。各印刷部分６３は、可視光を透過せず、複数の印刷部分６３には、表
示体１０の厚さ方向において、第２素子１２に重なる印刷部分６３と、第３素子１３に重
なる印刷部分６３とが含まれている。
【０１８０】
　こうした印刷層６０によれば、図１８を用いて先に説明された表示体１０の備える印刷
層６０に準じた効果を得ることができる。
【０１８１】
　・図１８を用いて先に説明された表示体１０では、表示体１０の裏面１０ｂに対して表
面とは反対側が表示体１０の観察側であってもよい。
【０１８２】
　すなわち、図２２が示すように、表示体１０は、透明樹脂層８２を備え、透明樹脂層８
２の表面８２ａに、印刷層６０を構成する複数の印刷部分６３が形成されている。なお、
表示体１０では、図２１を用いて先に説明された表示体１０と同様、金属層８１の裏面８
１ｂが第１の面の一部を構成し、かつ、第２素子１２における第１の光学面を構成してい
る。また、表示体１０では、金属層２２の表面２２ａが、第２の面の一部を構成し、金属
層２２の裏面２２ｂが、第３素子１３における第２の光学面を構成している。
【０１８３】
　こうした印刷層６０によれば、図１７を用いて先に説明された表示体１０の備える印刷
層６０に準じた効果を得ることができる。
【０１８４】
　・図２１を用いて先に説明された表示体１０では、印刷層６０の備える印刷部分が、可
視光の一部を透過する印刷部分であってもよい。
【０１８５】
　すなわち、図２３が示すように、印刷層６０は、可視光の一部を透過する複数の印刷部
分６４を備え、各印刷部分６４は、表示体１０の裏面１０ｂに形成されている。複数の印
刷部分６４には、表示体１０の厚さ方向において、第２素子１２に重なる印刷部分６４と
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、第３素子１３に重なる印刷部分６４とが含まれる。
【０１８６】
　こうした印刷層６０によれば、図２０を用いて先に説明された表示体１０の備える印刷
層６０に準じた効果を得ることができる。
【０１８７】
　・図２２を用いて先に説明された表示体１０では、印刷層６０の備える印刷部分が、可
視光の一部を透過する印刷部分であってもよい。
【０１８８】
　すなわち、図２４が示すように、印刷層６０は、可視光の一部を透過する複数の印刷部
分６４を備え、各印刷部分６４は、透明樹脂層８２の表面８２ａに形成されている。複数
の印刷部分６４には、表示体１０の厚さ方向において、第２素子１２に重なる印刷部分６
４と、第３素子１３に重なる印刷部分６４とが含まれる。
【０１８９】
　こうした印刷層６０によれば、図１９を用いて先に説明された表示体１０の備える印刷
層６０に準じた効果を得ることができる。
【０１９０】
　・印刷層６０を備える構成において、第２素子１２は、上述した反射型の回折格子に限
らず、図５、図６、図８、および、図９の各々を用いて先に説明された構成であってもよ
い。
【０１９１】
　・１つの印刷層６０を構成する複数の印刷部分には、可視光の一部を透過する印刷部分
と、可視光を透過しない印刷部分との両方が含まれてもよい。
【０１９２】
　・図２５が示すように、表示体１０が、上述した彩紋柄などの幾何学的な形状から構成
される柄を表示する印刷層６０を備える構成では、表示体１０の付される被認証体５０は
、印刷層５１を備えていてもよい。印刷層５１は複数の印刷部分５２から構成され、表示
体１０の表面１０ａと対向する平面視において、各印刷部分５２は、表示体１０に形成さ
れた複数の印刷部分のうちの１つと繋がっている。すなわち、表示体１０の備える印刷層
６０と、被認証体５０の備える印刷層５１とが１つの彩紋柄を表示している。
【０１９３】
　［他の変形例］
　・第１の光を入射させる工程では、表示体１０に入射させる光が白色光でなくともよい
。こうした方法であっても、表示体１０に入射する光が、第１素子１１および第２素子１
２の各々による光学的な効果が発現される光を含んでいればよい。
【０１９４】
　・第２の光を入射させる工程では、表示体１０に入射させる光が白色光でなくともよい
。こうした方法であっても、表示体１０に入射する光が、第３素子１３および第４素子１
４の各々の備えるプラズモン構造体が色を変えることのできる光を含んでいればよい。
【０１９５】
　・周期Ｐ２は、第１素子１１が、表示体１０の表面１０ａを構成する部分において第１
の光を受けて第１の情報を形成することが可能であれば、２００ｎｍよりも小さい範囲に
含まれる所定の長さであってもよいし、２０００ｎｍよりも大きい範囲に含まれる所定の
長さであってもよい。
【０１９６】
　・周期Ｐ３は、第１素子１１が、表示体１０の表面１０ａを構成する部分において第１
の光を受けて第１の情報を形成することが可能であれば、２００ｎｍよりも小さい範囲に
含まれる所定の長さであってもよいし、２０００ｎｍよりも大きい範囲に含まれる所定の
長さであってもよい。
【０１９７】
　・第１素子１１は凹凸構造体でなくともよく、例えば、ほぼ平坦な表面を有する板部の
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みから構成され、かつ、表面において第１の光を観察側に反射する構成であってもよい。
すなわち、図５を用いて先に説明された第１素子１１は、板部４１のみを備えて、形成面
４１ａで受ける第１の光の反射によって、第１の情報を形成する構成であってもよい。
【０１９８】
　・第３素子１３の備える複数の第３表示要素１３ａには、透過した光の色が相互に異な
る２種類の表示要素である第１の表示要素と第２の表示要素とが含まれてもよい。ここで
、透過する光の色は、各表示要素に含まれるプラズモン構造体において形成される表面プ
ラズモンの状態によって決まる。そして、以下の条件のうちの少なくとも１つが変わるこ
とによって、金属層２２に形成される表面プラズモンの状態が変わる。
【０１９９】
　すなわち、第１の表示要素は第１のプラズモン構造体を含み、第２の表示要素は、第２
のプラズモン構造体を含んでいる。第１のプラズモン構造体と第２のプラズモン構造体と
の間では、板部３１の形成面３１ａにおいて凸部３２の位置する周期Ｐ１、形成面３１ａ
と仮想平面Ｓとの間の距離Ｄ、形成面３１ａにおける複数の凸部３２の配列状態、金属層
２２の厚さＭ、および、金属層２２の形成材料の少なくとも１つが相互に異なる。これに
より、第１のプラズモン構造体が励起する表面プラズモンの状態と、第２のプラズモン構
造体が励起する表面プラズモンの状態とが相互に異なる。
【０２００】
　このように、第３素子１３が、第１の色を有した光を出射する第１のプラズモン構造体
と、第２の色を有した光を出射する第２のプラズモン構造体とを含むとき、以下の効果を
得ることができる。
【０２０１】
　（５）第３素子１３は、第１の色と第２の色との混色を表示することができるため、第
３素子１３が、第１のプラズモン構造体および第２のプラズモン構造体の一方のみを含む
構成と比べて、第３素子１３の表示することの可能な色が増える。
【０２０２】
　・第３素子１３の備える第３表示要素１３ａには、透過する光の色が相互に異なる３種
以上の表示要素が含まれていてもよい。
　・第３素子１３の備える１つの第３表示要素１３ａのなかに、透過する光の色が相互に
異なる２種以上の部分が含まれていてもよい。
【０２０３】
　・第３素子１３および第４素子１４の各々は、白色光を透過する構成でもよい。第３素
子１３および第４素子１４の各々において、例えば、複数の凸部３２における周期Ｐ１が
不規則である、あるいは、複数の凸部３２における高さが不均一であれば、プラズモン構
造体の最小単位、すなわち、１つの界面２３にて形成される表面プラズモンの各々の状態
が相互に異なる。これにより、第３素子１３および第４素子１４の各々の透過する光の色
が白色になる。
【０２０４】
　・周期Ｐ１は、金属層２２における表面プラズモンの励起が可能であれば、１００ｎｍ
よりも小さい範囲に含まれる所定の長さであってもよいし、６００ｎｍよりも大きい範囲
に含まれる所定の長さであってもよい。
【０２０５】
　・金属層２２の厚さは、金属層２２における表面プラズモンの励起が可能であれば、２
０ｎｍよりも小さい範囲に含まれる所定の厚さであってもよいし、１００ｎｍよりも大き
い範囲に含まれる所定の厚さであってもよい。
【０２０６】
　・形成面３１ａと仮想平面Ｓとの間の距離は、金属層２２における表面プラズモンの励
起が可能であれば、３０ｎｍよりも小さい範囲に含まれる所定の距離であってもよいし、
５００ｎｍよりも大きい範囲に含まれる所定の距離であってもよい。
　・形成面３１ａと仮想平面Ｓとは、金属層２２における表面プラズモンの励起が可能で
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あれば、形成面３１ａと仮想平面Ｓとが所定の角度を形成してもよい。
【０２０７】
　・第３素子１３および第４素子１４の各々は、さらに、表示体１０の裏面１０ｂに入射
した第２の光とほぼ同じ波長の光、すなわち、第２の光と同じ色を有する透過光を観察側
に出射する構成でもよい。また、第３素子１３および第４素子１４の各々のなかには、表
示体１０の裏面１０ｂに入射した第２の光を透過する部分、例えば、金属層２２の厚さが
第２の光を透過する程度に小さい部分が含まれてもよい。
【０２０８】
　・第３素子１３および第４素子１４の各々の備える凹凸構造体は、１つのプラズモン構
造体を含む構成であってもよいし、２つ以上のプラズモン構造体を含む構成であってもよ
い。
【０２０９】
　・図２６が示すように、表示体９０は、第１素子９１と第２素子９２とを備え、第２素
子９２の全体が、第１素子９１に含まれる構成であってもよい。第２素子９２は、表示体
９０の表面９０ａにおける一部を第２の光学面として有する一方で、第１素子９１は、表
示体９０の表面９０ａのうち、第２の光学面を除く部分を第１の光学面として有している
。
【０２１０】
　第１素子９１は、図９を用いて先に説明された構成を有した光学素子であり、第１の光
学面にて受けた第１の光を吸収することで第１の情報を観察側に形成する。第１素子９１
は、第１の情報として矩形形状のうち、第２素子９２を除く部分であって、黒色あるいは
暗灰色を有する情報を形成する。
【０２１１】
　第２素子９２は、図３および図４を用いて先に説明された構成を有した光学素子であっ
て、プラズモン構造体を含む光学素子である。第２素子９２は、表示体９０の裏面９０ｂ
を透過した第２の光を受けて、観察側に表示される第２の情報を第２の光から形成して表
面９０ａの一部である第２の光学面から出射する。第２の情報は、表示体９０の裏面９０
ｂを透過した透過光であって、第２の光とは異なる色を有した光である。
【０２１２】
　一方で、第２素子９２は、第２の光学面で受けた第１の光を吸収することで第１の情報
に模した光を観察側に出射することもできる。なお、第２素子９２における吸収とは、上
述のように、複数の凸部および複数の凹部を有しない構成と比べて、第２素子９２におけ
る光の反射率が低下することを意味している。
【０２１３】
　そのため、表示体９０の表面９０ａに第１の光が入射され、かつ、第２素子９２が、板
部３１の法線方向から視認されるとき、第１素子９１は、黒色あるいは暗灰色を有した第
３の情報を観察側に表示する。
【０２１４】
　第２素子９２は、表示体９０に第２の光が入射したとき、複数の第２表示要素９２ａか
ら構成され、複数の第２表示要素９２ａは、第２の情報としてアルファベットの「Ｏ」と
「Ｋ」との組み合わせであって、所定の色を有した情報を形成する。一方で、表示体９０
に第１の光が入射したとき、第２素子９２は、黒色あるいは暗灰色を有した光であって、
第１素子９１の形成する第１の情報に模した光を出射する。
【０２１５】
　第２素子９２における第２の光学面の反射率と、第１素子９１における第１の光学面の
反射率とは、相互にほぼ等しい。なお、相互にほぼ等しい場合には、第２の光学面の反射
率と第１の光学面の反射率とが等しい場合と、第２の光学面の反射率と第１の光学面の反
射率との差が、表面９０ａにおいて反射された光が目視にて観察されたとき、第１の情報
と、第２の光学素子が出射する光とが１つの情報として認識される程度の差である場合と
が含まれる。
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【０２１６】
　図２７が示すように、上述した表示体９０は、被認証体１００に付されている。被認証
体１００は、被認証体１００を通して表示体９０に光を到達させることの可能な基材など
で構成されている。あるいは、被認証体１００のうち、表示体９０の付される部分を少な
くとも含む部分が、表示体９０に対して光を到達させることの可能な基材で構成されても
よい。また、表示体９０は、表示体９０に光が直に照射される状態で被認証体１００に付
されてもよい。
【０２１７】
　そして、表示体９０に第１の光を入射させる工程では、観察側に位置する光源ＬＳが第
１の光ＩＬ１として白色光を出射して、表示体９０の表面９０ａに対して観察側から第１
の光ＩＬ１が入射する。これにより、表示体９０のうち、第１素子９１は、表示体９０の
表面９０ａに入射した第１の光ＩＬ１のうち、第１の光学面で受けた第１の光ＩＬ１を吸
収する。一方で、第２素子９２は、表示体９０の表面９０ａに入射した第１の光ＩＬ１の
うち、第２の光学面に入射した第１の光ＩＬ１を吸収する。
【０２１８】
　そのため、第１の情報を観察する工程では、観察者ＯＢは、反射光ＲＬを観察すること
により、第１素子９１の形成した第１の情報と、第２素子９２の出射した光とによって形
成された１つの情報を目視にて認識することができる。一方で、観察者ＯＢは、第２素子
９２の出射する光を単独で認識することができない。また、第２素子９２の出射する光は
、第１素子９１の形成する第１の情報に模した光であるため、第２素子９２の出射する光
によって第１の情報が観察されにくくなることが抑えられる。
【０２１９】
　一方で、図２８が示すように、表示体９０に第２の光を入射させる工程では、光源ＬＳ
が表示体９０の裏面９０ｂに対して観察側とは反対側に位置し、かつ、表示体９０の裏面
９０ｂに対して、裏面９０ｂに対する観察側とは反対側から第２の光ＩＬ２を入射させる
。これにより、第２素子９２は、裏面９０ｂを透過した第２の光ＩＬ２によって、表面プ
ラズモンを励起して、第２の光ＩＬ２とは異なる所定の色を有した透過光ＴＬを出射する
。すなわち、第２素子９２は、第２の情報としての透過光を第２の光ＩＬ２から形成して
、観察側に出射する。
　一方で、第１素子９１は、表示体９０の裏面９０ｂに第２の光ＩＬ２が入射しても、観
察側に第１の情報を表示しない。
【０２２０】
　そのため、第２の情報を観察する工程では、観察者ＯＢは、第２素子９２の形成した第
２の情報を目視にて観察することができる一方で、第１素子９１の形成する第１の情報を
目視にて観察することができない。
【０２２１】
　このように、表示体９０は、第１の光ＩＬ１が入射したときには、第１の情報と第２素
子９２の出射する光とによって形成される１つの情報を表示する一方で、第２の光ＩＬ２
が入射したときには、第２の情報を表示する。そのため、観察者ＯＢは、例えば、表示体
９０が第２の情報を有するか否かを判断することによって、被認証体１００の真贋を判断
することができる。
【０２２２】
　上述した構成によれば、以下に記載の効果を得ることができる。
　（６）第２の光学面が第１の光を受けるとき、観察側においては、第１の情報に模した
光が第２素子９２から出射されるため、第２素子９２から出射される光によって、第１の
情報が観察されにくくなることが抑えられる。
【０２２３】
　・上述した実施形態の表示体１０において、図２６を用いて説明された表示体９０のよ
うに、表示体１０の表面１０ａのうち、第１素子１１、第２素子１２、および、第３素子
１３を除く部分が、第５素子であることが好ましい。そして、第５素子が形成する第１の
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であることが好ましい。
【０２２４】
　・表示体９０は、第１の光が表示体９０の表面９０ａに入射したとき、第１素子９１の
出射する光の色と、第２素子９２の出射する光の色とが相互にほぼ等しい構成でもよい。
こうした構成であっても、第２素子９２の出射する光が、第１の情報を模した光である。
例えば、表示体９０は、第１素子９１の出射する回折光の色と、第２素子９２の出射する
回折光の色とが相互にほぼ等しい構成であればよい。
【０２２５】
　・表示体の表面は、実施形態における表示体１０のように、第１の光学面、第２の光学
面、および、第１の光学面および第２の光学面のいずれでもない面とから構成されてもよ
いし、変形例の表示体９０のように、第１の光学面と第２の光学面とのみから構成されて
もよい。
【０２２６】
　・表示体１０の表面１０ａにおいて、第２の光学素子が第１の光学素子に囲まれる構成
では、上述した面積Ｓ１と、面積Ｓ２とが、下記式（２）および（３）の一方を満たす関
係を有してもよい。
　０．０１＞Ｓ２／Ｓ１　　　…式（２）
　Ｓ２／Ｓ１＞０．４　　　　…式（３）
【０２２７】
　・表示体１０の表面１０ａにおいて、第２の光学素子の一部が、第１の光学素子に囲ま
れる構成であってもよい。
【０２２８】
　・上述した表示体は、被認証体の真贋の判定を可能にすることで被認証体の偽造を抑え
るための表示体ではなく、例えば、物品を装飾する目的で物品に付される表示体であって
もよいし、表示体そのものが鑑賞の対象となる表示体であってもよい。
【符号の説明】
【０２２９】
　１０，９０…表示体、１０ａ，２２ａ，４２ａ，４８ａ，４９ａ，８１ａ，８２ａ，９
０ａ…表面、１０ｂ，２２ｂ，８１ｂ，９０ｂ…裏面、１０ｃ…基体、１０ｄ…被覆面、
１１，９１…第１素子、１１ａ…第１表示要素、１２，９２…第２素子、１２ａ，９２ａ
…第２表示要素、１３…第３素子、１３ａ…第３表示要素、１４…第４素子、１４ａ…第
４表示要素、２１，４０…凹凸構造部、２２，４２，４８，４９，８１…金属層、２３…
界面、３１，４１…板部、３１ａ，４１ａ…形成面、３２，４３，４４，４５，４６…凸
部、３２ａ，４３ａ…頂面、３２ｂ，４３ｂ，４４ａ…側面、４１ｂ…非形成面、４４ｂ
…頂部、４７…凹部、５０，１００…被認証体、５１，６０，７０…印刷層、５２，６１
，６２，６３，６４，７１…印刷部分、７１ａ…第１部分、７１ｂ…第２部分、７１ｃ…
第３部分、Ｓ…仮想平面、ＬＭ…光学顕微鏡、ＬＳ…光源、ＯＢ…観察者。
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